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シンポジウム講演

温泉に棲む微小な藻類を用いた細胞の研究 

三角修己（山口大院・創科） 
 

� ᆅ⌫ୖࡢ࡚ࡢ≀⏕ࡢ⏕άືࡣ⣽⬊ࡀᇶᮏ༢࡛ࡀࡍ㸪ࡶ࡛࡞ࡢࡑ┿᰾⣽⬊ࡣ᰾㸪ࢺ࣑

ᐇࢆάື⏕࡚ࡗࡼࡃാ༠ㄪⓗࡀࡽࢀࡑ㸪ࡕᣢࢆ⣽⬊ᑠჾᐁࡢ࡞㸪ⴥ⥳యࣜࢻࣥࢥ

ࡸศࡢ⣽⬊࣭⣽⬊ᑠჾᐁࡽࢀࡇ㸪ࡣᐊ࡛✲◊ࡓ࠸࡚ࡋᡤᒓᏛ㝔௦ࡀ⚾ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ⌧

㑇ఏࡢ⤌ࡾࡓ࠶ࡿࡍ✲◊ࢆࡳ㸪యࡢ༢⣧ࢆ≀⏕࡞ồ࡚ࡵཎጞ⎔ቃࡀṧࡿ Ἠὀ┠ࡋ㸪

ᅜෆእࢆ᥈⣴ࡢࡑࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡋ୰࡛ࡢ࣏ࣜࢼࡢࣜࢱ Ἠࡽ㸪◊✲ᑐ㇟ࢇ࡚ࡋ

ࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࢃ༢⣽⬊⸴㢮୍ࡢ✀㸪㏻⛠ࣥࢰࢩࠕ 㸦ࠖCyanidioschyzon merolae㸧ࡀ᥇ྲྀࢀࡉ㸪

◊✲ᐊ࡛⣧ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ 
� 㸦pH 0.1-4㸪ቃ⎔ࡢ㓟㓟ᛶ◲ࡢ࡞ⅆཱྀ†㸪 Ἠࡣ㢮࣒࢘ࢪࢽࢩࡢ⸴⣚ࡴྵࢆࣥࢰࢩ
35-56°C㸧ගྜᡂ⏕≀ࡢඃ༨✀࡚ࡋ᳇ᜥ᭱ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ㏆ࡢศᏊ⣔⤫ゎᯒࡿࡼ㸪ࣥࢰࢩ

ࡿ࠶࡛≀⏕᰾ගྜᡂ┿࠸࡚ྂࡵ㸪ᴟࡓࡋ⌧ฟࡽඛ♽ࡢඹ㏻ࡢ≀⣚Ⰽ᳜㸪⣙ 13-14 ൨ᖺ๓ࡣ

⣙ࡀᚄ┤ࡣ⬊⣽ࡢࣥࢰࢩࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡽ᫂ࡀࡇ 2 μm⛬࡛ᴟᑠ࡛ࡾ࠶㸪᰾㸪ࣜࢻࣥࢥࢺ࣑

ᇶᮏⓗࢆ⣽⬊ᑠჾᐁࡿࡍඹ㏻≀⏕㸪┿᰾࡞㸪ⴥ⥳య 1 ༢⣧࡚ࡋࡑ㸪ࡇࡘᣢࡘࡎࡘ 2 ศ
࡛ቑṪࡿࡍ࡞㸪ࡢࡑࡽࡉ⣽⬊ࡣ⣽⬊ቨࡃ࡞ࡀ㸪ගࡢ᫂ᬯ࡛⣽⬊ศࢆ㧗ᗘྠㄪ

ࡢࡿࡍ✲◊ࢆࡳ⤌ࡢศቑṪࡢ⣽⬊ᑠჾᐁࡸ⬊㸪⣽࡞࠸᫆ࡋฟࡾྲྀࡀ㸪⣽⬊ෆ≀㉁ࡁ࡛

㒔ྜࡢⰋ࠸≉ᚩࢆවࡡഛࡢࡇࠋࡓࡋࡲ࠸࡚࠼ᵝࡢࣥࢰࢩ࡞Ⅼࡋ⏕ࢆ㸪ඛࡣࡎ⣽⬊ᙧែᏛⓗ

⣽ࡽࢀࡇ㸪ࢀࡽࡵ㐍ࡀゎᯒ࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡢศࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑㸪ⴥ⥳య࣭࡛ࢳ࣮ࣟࣉ࡞

⬊ෆඹ⏕࡚ࡗࡼㄌ⏕ࡿࢀࡉࡓࡋ⣽⬊ᑠჾᐁࡢ⮬⊃ࡀศ⨨㸦ศࣜࣥࢢ㸧࡚ࡗࡼศ

ቑṪ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋ࡚ࡵึࡀ᫂ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࡋࡲࢀࡉࡽ㸪࡛ࡲࢀࡇ◊✲ᮦᩱ࡚ࡋ

Ṥࡵࡓࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࢃ㸪ࡢࡑ㑇ఏᏊ㸦࣒ࣀࢤ㸧ࡢሗࡣ࡞ᩚࡃഛ࡛ࢇࡏࡲ࠸࡚ࢀࡉ

㏕ゎ᫂ࡢ⌮ᇶᮏཎࡿࡍඹ㏻⬊㸪┿᰾⣽ࡸศᏊᶵᵓࡢศቑṪࡢ㸪⣽⬊ᑠჾᐁ࡛ࡇࡑࠋࡓࡋ

2001ࠋࡓࡋࡲࡾࡲጞࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࠺࡞⾜ࢆゎㄞࡢ࣒ࣀࢤ㸪ࡵࡓࡿ ᖺࡽ⣙ 4 ᖺࡢṓ᭶ࢆ

࠸↓ࡢࣉࢵࣕࢠ࡚ࡵࡌࡣ࡛⏺ୡ࡚ࡋ≀⏕㸪┿᰾࡚ࡅ 100㸣࣒ࣀࢤࡢゎㄞᡂຌࠋࡓࡋࡲࡋ 
� ᮏㅮ₇࡛ࡣ㸪ᚤᑠ࡞┿᰾⣽⬊࡚࠸⏝ࢆࣥࢰࢩ㸪࣒ࣀࢤሗࢆᇶ┙࡚ࡋ᫂ࡓࢀࡉࡽ㸪࣑

ࡢ✲◊♏㸪ᇶࡓࡲࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ࡓࡋ⤂࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡢศቑṪࡢⴥ⥳యࡸࣜࢻࣥࢥࢺ

❧ሙࡽ㸪⎔ቃ࡞࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡸ㸪ே㛫♫ࡢၥ㢟ᑐ࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡍ㸪᭱㏆◊✲ࢆ㐍ࡵ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡋ⤂ࡶ࡚࠸ࡘᡂྜࢫ࣐࢜ࣂࡓ࠸⏝ࢆࣥࢰࢩࡿ࠸࡚

 
Cyanidioschyzon merolae ග㢧ᚤ㙾┿㸦DAPI⺯ࡢ ᰁⰍ㸧 
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シンポジウム講演

の の微  

（ （ ）） 
 

ࡢࡃࡀぶ㏆ឤࡋᑡࡤ࠼ゝⓎ㓝ࠖࠕ㸪ࡶ࡚ࡃ࡞ࡇࣥࣆ࠺ゝࠖ≀⏕ᚤࡢ࡚ࡋ㐨ලࠕ

ゝࡓࡗ࠶ࡶே㢮ࡽ᫇ࡢ㸪᭷ྐ௨๓ࡣ㓇࠾ࡿ࠶௦⾲᱁࡛ࡢ㸽Ⓨ㓝࠺ࡻࡋ࡛࠸࡞ࡣ࡛

ࡑࡼ࠾ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ 8,000 ᖺ๓ࡀࡾࡃ࡙࡛࣑ࣥ࣡ࢱ࣏ࢯ࣓ࡣጞࡓ࠸࡚ࡗࡲ᥎ᐃࢀࡉ

ࡾ࠶ࡀ㓇࠾ࡿ࠶ࡢᚩ≉ࢀࡒࢀࡑࡣୡ⏺ྛᆅ࡞᪥ᮏ㓇ࡸ࣮ࣝࣅࡃ࡞࡛ࡅࡔࣥ࣡ࠋࡍࡲ࠸࡚

ࡀ〇ἲࡢࡑ᪤ࡣࢁࡇ㸪10ୡ⣖ࡀࡍ㓇࡛࠾ࡿࢀࡽస࡚⤒ࢆ⛬ᕤ࡞㞧「ࡾ࡞ࡣ᪥ᮏ㓇ࠋࡍࡲ

ࠋࡍ࡛࠺ࡼࡓ࠸࡚ࢀࢃ 
ࡣࡢࡓࡗࢃࡀࡇࡿࡼࡁാࡢ≀⏕ᚤࡀ㸪Ⓨ㓝ࡀࡍⓎ㓝࡛ࡘࡶࢆṔྐ࠸㛗࠺ࡼࡢࡇ

ࡽ 150 ᖺ๓ࠋࡍ࡛ࡇࡢ᭷ྡ࡚ࣥ࣡ࡗࡼ࣮ࣝࢶࢫࣃ࣭ࣝࡢࢫࣥࣛࣇ࡞Ⓨ㓝ࡣ㓝ẕ

࠸࠾㸪ࡎࡏព㆑࡛ࡲ㸪ẚ㍑ⓗ᭱㏆ࡣே㢮ࠋࡍ࡛ึ᭱ࡢࡑࡀࡢࡓࢀࡉド᫂ࡀࡇࡿࡇ㉳࡚ࡗࡼ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡓࡁ࡚ࡗࢆ≀⏕ᚤ࡚ࡋ㐨ලࠖࠕࡢࡵࡓࡿసࢆ㣗ရࡸ㓇࠾࠸ࡋ
ᚤ⏕≀ࠕࡀỗ⏝ᛶࡢࡾࡃ࡙ࣀࣔࡿ࠶ࡢ㐨ල࡚ࠖࡋㄆ▱ࡢࡿ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ㸪᪥ᮏࡽ

ࡀࡢࡿࡍᵓᡂࢆ㉁ࢡࣃࣥࢱࠋࡍⓎ࡛᫂ࡢ㓟Ⓨ㓝ࣀ࣑ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ⫣㈉࡞ࡁ 20✀㢮ࣀ࣑ࡢ

㓟ࡘ୍ࡢ㸪࣑ࣥࢱࣝࢢ㓟ࢆᚤ⏕≀ࡇࡿࡏࡉ⏘⏕࡚ࡗࡼ 1956ᖺᡂຌࡢࡇࠋࡍ࡛ࡢࡓࡋⓎ

᫂࡞ࡲࡊࡲࡉࡅࡗࡁࢆ≀㉁ࢆᚤ⏕≀సࡿࡏࡽ㏆௦ⓗ࡞Ⓨ㓝ᢏ⾡ࡀ㛤Ⓨࣝࢢࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

ຍ㣫ᩱࡢ␆ᐙ࡞ࣥࢽ࢜ࣞࢫࡸࣥࢪ㸪ࣜࡾࡲጞࡽࡢࡶࡢ㸪ㄪᩱ⏝㏵࡞᰾㓟ࡸ㓟࣑ࣥࢱ

≀యෆྜ⏕࡞ࠎ㸪ᵝࡃ࡞࡛ࡅࡔ᰾㓟ࡸ㓟ࣀ࣑ࠋࡍࡲࡁ⥆ࡀ㓟ࣀ࣑ࡿࡵ㧗ࢆ㣫ᩱຠᯝ࡚࠼

ࢫࢡࢸ࣐࢛ࣇࣥ࢜ࣂࡸ⾡ᢏ࠼㸪㑇ఏᏊ⤌ࡾ࡞㇟ᑐࡢ✲◊⏘⏕Ⓨ㓝ࡓ࠸⏝ࢆ≀⏕ᚤࡀ

ࡋᣑࡃࡁࡣ㢮✀ࡢ≀⏕ᚤࡿ࠸⏝⏘⏕ࡧ⠊ᅖ㸪୪ࡢ㉁≀ࡿࡁ࡛⏘⏕㸪࡚ࡗࡲ┦ࡶ㐍ᒎࡢ

ࡲࡿ⮳ಖࡢ㸪ᆅ⌫⎔ቃୖྥࡢ㉁ࡢά⏕ࡸᗣࡢࠎ㸪ேࡎࡽࡲ㡿ᇦࡢ㣗ࡸࠋࡓࡋࡲ

࡛㸪ே㛫♫ࡢ㈉⊩ࡣᴟ࡚ࡵࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞ࡢࡶ࡞ࡁ 
ᮏⓎ⾲࡛ࡣ㸪ᙜ♫ࡢඛ㐩ࡿࡼ◊✲ࡈࢆ⤂ࡘࡘࡋⓎ㓝⏕⏘ᢏ⾡ࡢṔྐࢆࡾ㏉ࡾ㸪

ᚋࡃ⾜ࡢᮎ࣭ㄢ㢟ࡶ࡚࠸ࡘ⚾ぢࢆ㏙࠸ࡓᛮࠋࡍࡲ࠸ 
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シンポジウム講演

の微  

（ 大院・ ） 
 

� ᐤ⏕ࡢ௦ㅰࡢࡑࡣ⏕ά⎔࡚࠸࠾⏕ᜥ⎔ቃᑐᛂ࡚ࡋࡃࡁኚ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠋࡿࡍ௦ㅰࡶ

ᐟྠࡣෆ࡛᪻ࡿ࠶࡛࣮ࢱࢡ࣋ࡸάᛶ⏕⏤⮬࡞ศࡢ⤥౪ࡢሙྜ㓟⣲ࡢࡃከࡾ࠶୍࡛ࡢࡑ

ᵝ㓟ⓗࣜࣥ㓟࡛ ATP ゎ⢾࠸࡞࠸⏝ࢆ㓟⣲ࡣᐟయෆ࡛ࡢ㸪ప㓟⣲⎔ቃࡀࡿ࠸࡚ࡋᡂྜࢆ

⣔ࡸ㸪࣐ࣝࣇ㓟ࢆ㓟⣲ࡢ௦᭱ࡾࢃ⤊㟁Ꮚཷᐜయ࣐ࣝࣇࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑ࡓࡋ㓟྾࡞㓟

⣲ࢆ⏝࠸࡞ࡋᡓ␎࡛ ATP Ⅼࡢ␎ᡓࡢ㐍≀⏕ࡢቃ㐺ᛂ⎔ࡣ⣔࡞Ṧ≉࡞ᵝࡢࡇࠋࡿ࠸ᚓ࡚ࢆ

 ࠋࡿ࡞ᶆⓗ⸆ࡢ᱁ዲ㸪ྠࡃ῝⯆ࡶࡽ
� ࣐ࣟࣛࡍ♧ࢆⴭຠࡶཎ࣐ࣜࣛᛶ⪏ࣥ࢟ࣟࣟࢡ㸪ࡾ࠶࡛࡞௦⾲ⓗࡢࡑࡶཎ࣐ࣜࣛ

␗ᛶኚ⪏ࡣࠎᡃࠋࡿ࠶㟁Ꮚఏ㐩⣔࡛ࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑ࡣᶆⓗࡢࣥࢥࣂࢺࡿ࠶せᡂศ࡛ࡢࣥ

ᰴࢆసᡂࡋ㸪ࡢࡑᶆⓗࡀ」ྜయ III ࣒ࣟࢡࢺࢩࡢ b ᫂ࡽᏛⓗゎᯒ⏕ࡢᛶኚ␗ᰴ⪏ࢆࡿ࠶࡛

ࡓࡋሗ࿌ࢆ࠸࡞ࡁቑṪ࡛ࡣయෆ࡛ࡢ⺅ࡿ࠶࡛࣮ࢱࢡ࣋ࡣኚ␗ᰴࡢࡇࡽࡉ㸪ࡋࡽ

㸦Science, 2016㸧࣐ࣥࣟࣛࡕࢃ࡞ࡍࠋ⪏ᛶᰴࡣὶ⾜ᆅࡶ࡚࠸࠾ᣑᩓࡿࡍ༴㝤ᛶࡣᴟ࡚ࡵᑡ࠸࡞

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢ
� ௨๓㸪WHO ẅཎ࣐ࣜࣛ㸪⸆⪏ᛶࡀࡓࡋࡊࡵࢆ⁛᧞ࡢ࣐࡚ࣜࣛ࠸⥆①↛ኳࡣ

⪏ᛶࡢ⺅ࡢฟ⌧ࡽ⁛᧞ࡾࡼไᅽ┠ᶆࢆᚋ㏥᭱ࡋࡋࠋࡓࡏࡉ㏆㸪ᢠࣝ⸆࣐ࣜࣛ

ࡽไᅽࡣࢀὶࡢ⏺㸪ୡࡾ࠶ࡘࡘࡋῶᑡࡣᩘ⪅Ṛࡾࡼ࡞ẅᾐₕ⺅ᖒࡸࣥࢽࢩ࣑ࢸ

elimination㸦㝖㸧ࣥࢽࢩ࣑ࢸࣝࡀࢁࡇࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ⛣⪏ᛶ࣐ࣜࣛཎࡀሗ࿌ࢀࡉ㸪

ࡢ࣐ࣜࣛὶ⾜ᆅ࡛ࡢ࡞࢝ࣜࣇ㸪ࡾ࠶㧗౯࡛ࡣ࣐ࣥࣟࣛࡢ㏙ୖࡓࡲ elimination ࡿ࠸⏝

ࢥపࡾࡼ㸪ࡋᶆⓗࢆ྾㙐㟁Ꮚఏ㐩⣔ࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑ࡿ࠶ᶆⓗ࡛ࡓࢀඃ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡋ㞴ࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ㛤Ⓨࡢ࣐ࣜࣛ㧗࡞⬟ྍ⤥౪࡛ࢺࢫ
� ⌧ᅾࡢᩘ「࡛ࡲᶆⓗೃ⿵ྜ≀ࢆぢฟࡾ࠾࡚ࡋ㸪ᢠ┿⳦࣐ࣜࣛࡣࣥࢽ࢝ࢵࢩࡢཎ

యྜ「ࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑ II  III ࣇᢠࡓࡋぢฟࡀࠎᡃࡓࡲࠋࡿࡍᢚไࢆቑṪࡢࡑ㸪ࡋ㜼ᐖࢆ

⤖ࣥࣀ࢟ࡢᛶ㓟㓝⣲⪏ࣥࢩࡢࣜࢻࣥࢥࢺ࣑ཎࡣࣥࣀࣛࣇࢥࢫ⸆࣐࣮ࢯࣀࣃࣜࢺ࢝ࣜ

ྜ㒊ࡢ➇ྜ㜼ᐖ࡛ࡀࡿ࠶㸪ࡢࡑㄏᑟయ့࡛ࡣࣥࣜࣟࢡࢥࢫࡿ࠶ங㢮ࣜࢻࣥࢥࢺ࣑」ྜ

య III ࣒ࣟࢡࢺࢩ-࣮ࣝࣀ࢟ప⃰ᗘ࡛࡚ࡵᴟࡋ⏝స㒊ྜ⤖ࣥࣀ࢟ࡢ c 㑏ඖ㓝⣲άᛶࢆ㜼ᐖࡍ

ࡣࠎ㸪ᡃࡀࡓࡗ࡞ࡋ㜼ᐖࢆ㓝⣲ࡢཎ࣐ࣜࣛࡣࣥࣜࣟࢡࢥࢫࡸࣥࣀࣛࣇࢥࢫࠋࡿ 300
✀௨ୖࣥࣀࣛࣇࢥࢫࡢㄏᑟయྜࢆᡂࡾ࠾࡚ࡋ㸪࣐࡚ࣜࣛ࠸⏝ࢆࡽࢀࡇཎࡢ㓝⣲ࢆ≉␗ⓗ

㓟㑏ඖ㓝⣲㸦MQO㸧ࣥࣀ࢟-㓟ࢦࣥࣜࡓࡲࠋࡓࡋ㛤ጞࢆࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢫࡢㄏᑟయࡿࡍ㜼ᐖ

ࣟࢡࢺࢩࡀ࠸࡞ࡋࡣ㜼ᐖࢆ᥋྾㙐┤ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋぢฟࡶᶆⓗ࡞ࡓ᪂ࡿࢃ㛵ཎᛶ࡞

ࡿࢃ㛵ᡂྜࡢ࣒࣊ࡿ࠶ḞศᏊ᪘࡛⿵ࡢ࣒ ࡣ㓟㸦5-ALA㸧ࣥࣜࣈࣞࣀ࣑-5 in vivo ࢫ࣐࢘ࡶ࡛

࡚ࡋᑐឤᰁࡣࢫ࣐࢘ࡓࡋᅇࡶࡋ㸪ࡋ♧ࢆ⒪ຠᯝ࣐ࣜࣛ 100㸣ࡢᢠᛶࢆ⋓ᚓࡋ

ᅾ㸪5ѸALA⌧ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ❧ᡂࡀචࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚ ഛ୰‽ࢆࢺࢫࢸᗋ⮫ࡢ࡛ࢺࣄࡢ

 ࠋࡿ࠶࡛
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講演 

の  

（山口大・微研 ） 
 
� ⚾㐩ࡣ㸪㓑㓟⳦ࡽࡃྂࢆ㣗㓑ࡢ㔊㐀㸪ࡢ࡞ࢥࢥࢹࢱࢼ㣗ရ㸪㏆௦࡛࣑ࣥࢱࣅࡣ C ⏕

࡚ࡋㄆ㆑࡚ࡋࠖ≀⏕Ⓨ㓝ᚤࠕࢆ⳦㸪㓑㓟ࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡋ⏝࡞Ⓨ㓝ࢫ࣮࣎ࣝࢯࡢࡵࡓࡢ⏘

ࡑࢆ≀⏕ᚤࡢࡽࢀࡑࡣ㸪⚾㐩ᵝྠங㓟⳦㸪ࡸⓎ㓝ᚤ⏕≀㸪㓝ẕࡢ㸪ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠸

 ࠋ࠸࡞ࡂࡍࡓࡁ࡚ࡋ⏝࡚ࡋᴗ࣭Ⓨ㓝㔊㐀⏘࡞㸪ேⅭⓗࡋศ㞳ࡽᜥ⎔ቃ⏕ࡢᮏ᮶ࡢ
� 㓑㓟⳦ࡢሙྜ㸪ࡢࡽࢀࡑᮏ᮶ࡢ⏕ᜥ⎔ቃࡣ㸪ศ㞳※࡚࠼⪄ࡽ㸪⢾࣭⢾ࡢ࣮ࣝࢥࣝከ࠸ⰼ

ࢆᯝᐇࡸⰼࡢࡑ㸪ࡢࡶࡢࡑᜥሙᡤ⏕ࡢࡑ㸪ࡣ⳦ᨾ㸪㓑㓟ࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶ᯝᐇ࡛ࡸ

㣗᪻ࡿࡍ㸪ேࡀႠࡴⓎ㓝㔊㐀ࡢ࡞ᙳ㡪ࡽࡀ࡞ࡅཷࢆ㸪ࡢࡑ⎔ቃୗඹᏑࡿࡍࡢᚤ⏕≀

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡓࡁ࡚ࡋ㸪㐍࡚ࡌ㏻ࢆ⏝స┦ࡢ
� ᅇ㸪ձ㓑㓟⳦ࡢ↛⮬ࠕࡢ㛵ࢆࠖࡾࢃ㸪≉ࡢᚤ⏕≀ࡢ┦స⏝ࡸ⏕⫱⎔ቃࡢ㐪࠸

ᇶ࡙ࠕࡃ㐺ᛂ㐍࡚ࠖ࠸ࡘ㸪ࢆࢱ࣮ࢹ࣒ࣀࢤᇶ⪃ᐹࡶࡿࡍ㸪ղேⅭⓗ㐺ᛂ㐍࡛࠶

⤂࡚࠸ࡘᛶ⬟ྍࡢ⏝ᴗ⏘ࡢࡽࢀࡑᡂᯝࡢࡘࡃ࠸ࡢ✀⫱⳦㓑㓟ࡿࡼᐇ㦂ᐊ㐍ࠖࠕࡿ

ࠋ࠸ࡓࡋ 
� 㓑㓟⳦≉ᚩⓗࠕ࡞㓟Ⓨ㓝ࠖ྾㙐ࡢᡂ❧ࡢࡑ㐺ᛂ㐍 
� 㓑㓟⳦ࡢࡑࠕࡣ⣽⬊⾲ᒙ࡛⢾㉁ࡢ㓟ᛂ࠺࠸ࠖ࠺⾜ࢆ㝿❧ࡓࡗ≉ᚩࢆᣢࡢࡑ ,ࡾ࠾࡚ࡗ

ࡢࡇࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࠸῝⯆㸪㐍ⓗࡣࡢࡓࢀࡉ❧☜⳦㓑㓟࠺ࡼࡢࡀ⬟㓟Ⓨ㓝ࠖࠕ

㓟Ⓨ㓝ࡣ㸪PQQ 㓝⣲ࡸ FAD 㓝⣲ึࢆⓎ⬺Ỉ⣲㓝⣲ࡋ㸪྾㙐ᮎ➃࣭࣮࢟࢜ࣝࣀ࢟ࣅࣘࡢ

ᛂ≀⏕࡞ࢡ࣮ࢽࣘࡿࡏࡉ❧୧ࢆᡂࠖ⏕࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠕࠖ⏘⏕㔞ࠕ㸪࡛ࡇࡿࡀ⧄ࢮ࣮ࢲࢩ

≀⏕ᚤࡓࢀࡉ㝈ᐃࡿࢀࢃᛮࡿࡍᜥ⏕ቃ⎔ࡌ㸪ྠࡀ㓝⣲⣔ࡿࡍ㛵࣒ࢸࢫࢩࡢࡇࠋࡿ࠶࡛

ࡿ࠸࡚ࢀࡽᚓࡀᯝ⤖ࡿࡁ࡛ ᥎ࡓࢀࡉ❧☜࡚ࡌ㏻ࢆ㸦Ỉᖹఏ㸧ࡾྲྀࡾࡸࡢ  ࠋ(1
� Acetobacter pasteurianus  㐺ᛂ㐍ࡿ࠼ぢࡽ㏆⦕✀ẚ㍑ࡢ
� Ⓨ㓝ᵴ㸪Ⓨ㓝㣗ရ㸪ᯝᐇ㸪᪻ࡽ㞟ࡓࢀࡽࡵ 22 ᰴࡢ Acetobacter pasteurianus ࢆ࣒ࣀࢤࡢẚ

㍑࡛ࡇࡿࡍ㸪ᴟ࡚ࡵ㏆⦕࡞✀㛫ࡶ࡚࠸࠾㸪⏕ᜥ⎔ቃࡢ㐪࠸ᇶ࡙ࡃ㑇ఏᏊࡢኚ␗ࡸ⋓ᚓ㸦Ḟ

ᦆ㸧ࡢᵝᏊࡀぢ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚࠼㸪ࡢࡽࢀࡑ୰ࡢ 12 ᰴࡣ࡚࠸ࡘ㸪⾲⌧ᆺࡢẚ㍑ᇶ࡙࡚࠸㸪

࡞ࡁ⪏⇕ᛶࡢ㐪ࡀ࠸᫂ࡾ࡞ࡽ㸪ࡢࡑ⪏⇕ᛶࢆᨭ㓄ࡿࡍ㑇ఏᏊࡢ≉ᐃࠋࡓࡗ࡞⬟ྍࡶ 
� ᐇ㦂ᐊ㐍ࡿࡼ⪏⇕ᰴࡧࡼ࠾పᰤ㣴㐺ᛂࡓࡋ⳦ᰴࡢ⫱✀ 
� ⚾㐩ࡣ㸪㓑㓟⳦ࠕࡢ᫆ኚ␗ᛶࠖ౫ᣐ࡚ࡋ㸪ᐇ㦂ᐊ㐍ࡢࠎ✀ࡿࡼ㓑㓟⳦ࡢ⪏⇕⫱✀ࢆ

㐍ࡓࡁ࡚ࡵ 㸪A. pasteurianus SKU1108ࡶ୰࡛ࠋ(2 ᰴࡢ⪏⇕⫱✀㸦㧗 ୗ࡛ࡢ⥅௦ᇵ㣴㸧ࡽ㸪

ᐇ㦂ᐊᇵ㣴᮲௳ୗ࡛㸪40Υ㏆࡛Ⰻዲ㓑㓟Ⓨ㓝ࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆ⪏⇕ᰴྲྀࡀᚓ࡛ࠋࡓࡁ

㸪㧗ࡁࡿࡍⓎ㓝ᇵᆅࢆࠖࡳࢁࡶ⡿ࠕࡿࢀࡽ࠸⏝㣗㓑〇㐀࡛ࡢᐇ㝿ࡣᰴࡢࡇ㸪ࡽࡀ࡞ࡋࡋ

 ୗ࡛༑ศ࡞Ⓨ㓝⬟ຊࡶࡇ࠸࡞ࡏ♧ࢆ࡛᫂ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞ࡽ㸪ࡢࡑ⪏⇕ᰴࢆ㧗⃰ᗘࢱ࢚

పᰤࡢᇵᆅࠖࡳࢁࡶࠕᨃఝࡣࡃࡋࡶࠖࡳࢁࡶࠕࡽࡉࢆᰴ✀⫱ࡓࢀࡽ㸪ᚓࡋ௦ᇵ㣴⥅࣮ࣝࣀ

㣴᮲௳ୗ࡛⥅௦ᇵ㣴࡛ࡇࡿࡍ㸪」ᩘࡢ㧗ࡧࡼ࠾࣮ࣝࣀࢱ࢚పᰤ㣴㐺ᛂࡓࡋ⫱✀ᰴྲྀࢆᚓࡋ

⾜Ⰻዲࢆ㓑㓟Ⓨ㓝ࡢ᮲௳ୗ࡛㸪㧗 ୗ࡛ࠖࡳࢁࡶ⡿ࠕࡣᰴ✀⫱ࡓࢀࡽᚓ࡚ࡋ࠺ࡼࡢࡇࠋࡓ

 ࠋࡓࡗ࡞⬟ྍࡀࡇ࠺
� ⪏⇕ᰴࡿࡼ㧗 Ⓨ㓝⣔ࡢ㛤Ⓨ 
� ⚾㐩ࡣ㸪㧗 ⎔ቃୗ࡛ศ㞳ࡓࢀࡉ⪏⇕ᛶᰴࡸ㸪ᐇ㦂ᐊ㐍ᡭἲྲྀ࡚ࡗࡼᚓࡓࢀࡉ㣗ရࡸⓎ

㓝㔊㐀ࡶ⏝ྍ⬟࡞⪏⇕ᰴ࡚࠸⏝ࢆ㸪✀ࡢࠎ㧗 Ⓨ㓝⣔ࡢ㛤Ⓨࢆ㐍ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡵ㛤Ⓨࢆ

㏻࡚ࡌ㸪┬ࢿ࢚ᆺ࡛Ᏻᐃࡿࡍ⬟ྍࢆ⏘⏕࡞ᚤ⏕≀Ⓨ㓝❧☜ࡢᐤ࡛ࡤࢀࡁ㢪ࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

1) Matsushita & Matsutani: Acetic acid bacteria: Ecology and Physiology, Springer, pp.159-178 (2016) 
2) Matsushita et al., Biosci. Biotechnol. Biochem., 80, 655-668 (2016) 
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Ａ－１ オルガノゲル化能を有する機能性新素材 PELICの開発 
○白米優一，芦内 誠（高知大・農） 
 
 

【目的】ヒドロゲルは水を分散媒とする。一方，オルガノゲルは有機溶媒を分散媒とする。オルガノゲ

ルは電子部品や医薬製剤への応用等，先端産業的なものづくりに欠かせない存在になってきている。但

し，オルガノゲルの基盤的研究，展開（新用途開発型）研究のいずれも発展途上にある。現代オルガノ

ゲルの合成や製造は石油化学的手法に頼らざるを得ないのも「弱み」である。循環型社会の要請にも堪

えるオルガノゲルを得るため，なかでも素材開発戦略について，根本的な見直しが求められている。我々

は放線菌のポリεリジン（PEL）に着目した。PEL は化成ナイロン様骨格と多数のアミノ基側鎖を持つ。

そこで，ポリγグルタミン酸の機能化に実績のある“イオンコンプレックス（IC）法”を PEL 改質にも

利用した。オルガノゲル化新素材「PELIC」の基本的性質と潜在的応用性についてまとめたので報告する。 
【方法・結果】PEL と硫酸基を有する界面活性剤を単純混和することで PELIC を作製した。溶解性試験

の結果から，ラウリル硫酸ナトリウムと混和して作製した PELIC のみがクロロホルムを良好な分散媒と

するオルガノゲル化能を有することが分かった。バイオベースオルガノゲルの開発例は先に例がない。

水を介さない該ゲル空間に疎水性集光触媒素子「クロロフィル」を固定化することで，光関連機能の回

復が認められた。以後，油溶有用成分の高密度集積とこれに伴う超機能表面の創出まで視野に入る。再

生可能オルガノゲル開発の試みは，該先端材料の環境適性向上にも資するため，引き続き進める必要が

ある。 
 
 
 

Ａ－２ 温度制御による細胞脱着が可能な動物細胞の大量培養用マイクロキャリアーの開

発：温度応答性両イオン性高分子の凍結乾燥によるコーティング法検討と評価 
○小松大貴，大梅有香，高木 睦 1，岩井良輔 2 
（岡山理大・工，1北大院・工，2岡山理大・技術科学研） 

【目的】動物細胞培養用の微粒子（マイクロキャリアー: MC）は，少ない培養容積で高効率に細胞が培

養できるが，細胞の接着効率と消化酵素を用いた MC からの細胞剥離による細胞障害性を改善する必要

がある。一方，我々は温度応答性（温度制御による細胞脱着）と両イオン性（細胞接着促進）との性質

を併せ持つ高分子（CAT）を開発した。本研究では，高い細胞接着率で低毒性な細胞回収が可能な MC
の開発に向けて，凍結乾燥による MC への CAT のコーティング法を検討し評価することを目的とした。 
【方法と結果】赤色蛍光色素で標識した CAT 溶液に浸漬したポリスチレン製の MC 粒子（直径約 200 μm）

を凍結乾燥することで，MC 全体に均一な赤色蛍光を認める CAT がコートされた MC（CAT-MC）が得ら

れた。培養液中における CAT-MC からの CAT の溶出量を電気泳動法による電荷競合によって分析したと

ころ，CAT の溶出量はコート総量の 1％以下であることが確認された。そこで，間葉系幹細胞を播種する

と 95％以上の細胞が CAT-MC 表面に接着するとともに，培養による細胞増殖が認められた。この時，培

養温度を 37℃から 20℃に下げると細胞はほとんど死滅することなく CAT-MC から剥離した。 
【結論】我々独自の温度制御による細胞脱着が可能な CAT 高分子を凍結乾燥法により MC 表面に均一か

つ，培養液中でほとんど流出させることなく堅固にコートすることができた。CAT-MC 表面に播種した

細胞は高い接着率を示すとともに，培養温度を下げるだけで細胞を死滅させることなく剥離することが

できたことから，CAT-MC は再生医療や医薬品生産のための有用な培養担体となり得ると期待される。 
 

－27－



Ａ－ 着細胞の 化技術を用 用 3 細胞 の新 法

の開発と評価 ○ ， 優 ， 1， 井 2， 1， 
岩井良輔 3（岡山理大・工，1 化工・ 物研，2 化工・材科研， 
3岡山理大・技術科学研） 

【目的】我々の研究グループでは，培養 上に接着した細胞の自発的な集合（自 集合化）を する

細胞 作 を開発した。本研究では，この細胞の自 集合化 を再生医療への適用を 向した 3
の細胞 集 （スフ ロイド）の作製に応用することを目的とした。 

【方法と結果】液 スポッターを用いて細胞の自 集合化 剤を細胞 接着性の培養 の表面にドッ

ト に 下し（液量: 40 1000 nL，スポット数: 100）乾燥固着させた後，ヒト骨 の間葉系幹細胞を

3.0×105 cells/cm2以上の密度で播種した。播種 1 時間以 に細胞は自 集合化 剤の固着表面にのみ接

着して 間のない細胞単 を 成した後，約 6 8 時間の間に一体 集化することでスフ ロイドが 成

した。スフ ロイドは自 集合化 剤の固着面積に 例して直径約 150 45 μm の イ にて 成し，

その イ はいずれも直径に し 10％以 と高い イ 均一性を有していることが分かった。一方

で，これらのスフ ロイドを ，骨 骨分化 培 にて 3 間培養することで，それ れの分

化マー ーである ， ル ウム 型コラーゲンの な 積を認める成 化 が得られた。 
【結論】我々が独自に開発した細胞の自 集合化 剤を固着した培養 に細胞を播種するだけで，

の イ の均一なスフ ロイドを一 らずの培養で得ることができた。また，それらは高い成 度

で ，骨 骨 に分化させることもできたことから，本法は再生医療に用いるスフ ロイドの

作製法として高い利用可能性を有していると えている。 
 
 
 

Ａ－ キ の ２ の発 に る  
山 ，○ 1，小 ，北 2，山  
（山 大院・ 科，1山 大・理，2山 大・ ） 
 

【目的】ある種のチ ウの は，その体色を の環境に合 せるかのように 化することがある。

ジミチ ウ のムラ キ ジミの は， 色あるいは赤色の体色を することが られている。し

かしながら，この体色 化を引き こす環境要 や 的要 に関する 見はない。本研究では，ムラ

キ ジミ の体色と温度との関 ，なら に 色およ 赤色 の を った。

【方法・結果】 化した を， ℃， ℃， ℃， ℃およ ℃ 下で し， 期の

体色と温度との関 を した。その結果， 期までは温度に関 りなく 色であったが， 期以

では赤色の も出現した。 ℃以下では ％以上が赤色型の となり， ℃以上では ％以上が

色型の となった。したがって，ムラ キ ジミの は， 期に 験する温度に 存して体色

を 色から赤色に 化させる表現型可 性をもつことが らかとなった。 に， 色型およ 赤色型の

の 部 造と体液の色を した。その結果，赤色型 の 気 の には 色型 よ

りも多くの赤色色素が 着しており，赤色型 の体液の色は， 色型 の色に より い 色

を ていた。したがって，この色素 着は低温 により促進されている可能性が示 された。また，

赤色型 の体液中には， 色型 よりも多くの ロテノイド系色素が まれている可能性も示 さ

れた。
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Ａ－ マグロ ンの の 機  
，○ ， ，北 1，小 2，山 2 

（山 大・理，1山 大・ ，2山 大院・ 科） 
 

【目的】タテ チ ウ のある種のチ ウは， の環境要 の を けて の体色を 化させてい

る。スミレ 物を とする マグロヒ ウ ンは， の 定的な入手が容 でないことから，本

種の生 学的な研究はほとんどなされていない。

本研究では，本種の においても，色 多型が環境要 により されるかを検討した。

【方法，結果】 マグロヒ ウ ンを 温で 化させ， を Long-Day:LD 20℃，25℃およ 32℃，

Short-Day:SD 12℃およ 14℃ 下で になるまで した。その結果， の体色は，LD32
下で 色，SD14 およ SD12 下で 色となり，本種の にも色 多型が確認された。また，

色や は 体色 化に を さなかった。温度が色 多型を生 一つの環境要 であったことか

ら，温度 性を るため，LD25 体が かけ または 期に した時 で，SD14 およ

SD12 下に した。 かけ で した 体の 体色は 色化し， 期に した 体では 色

や 色のものが現れた。つまり， 期に温度 性があり，低温 フトは 色化 制あるいは 色

化促進に作用していることが示 された。さらに， の 連合体 出液を LD32 体の結

部に した時，結 部の 色化が 制された。以上より，本種は， 界の温度 化を し，

分 子の分 により の体色を 化させていることが示 された。

 
 
 

Ａ－ Mutational analysis of aromatic amino acids biosynthesis genes in Ralstonia 
solanacearum 
○ ， 1，木 ， ，大  
（高知大・農 ，1 大・ ） 

[Objective] The expression of the hrp regulon, which is responsible for type III secretion system and virulence in 
the plant pathogen, is regulated in a complex way. We did a random transposon mutagenesis in Ralstonia 
solanacearum and isolated several mutants with reduced hrp regulon expression. One of the mutations was mapped 
on aroK encoding shikimate kinase, which is in the pathway of aromatic amino acids biosynthesis. In this study, we 
investigated the relationship between the aromatic amino acid biosynthesis and virulence in R. solanacearum. 
[Results and discussion] We made deletion mutants of aromatic amino acids biosynthesis genes, aroB, aroQ, aroE, 
aroA, aroC, and tyrB. As expected, all the mutants became auxotroph for aromatic amino acids. All the mutants 
except the tyrB mutant grew well in minimal media supplemented with aromatic acids. When casamino acids or 
yeast extract were added, the growth of the tyrB mutant was recovered to some extent. The complemented strain 
with tyrB completely recovered growth in minimal media. While almost all the mutant strains became avirulent, 
only the tyrB mutant retained virulence. We hypothesized that the mutants were avirulent because they could not 
grow in planta. Addition of plant xylem exudates was most effective for growth recovery of the tyrB mutant in 
minimal media. While all the mutants could not proliferate in planta, the tyrB mutant could multiply in planta, 
although much slower than the wild type. All together, we concluded that the content of aromatic acids in planta 
was enough to support the tyrB growth, but not enough to support the other mutants. 
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Ａ－ Functional characterization of the copper resistant system in Ralstonia 
solanacearum 
○ ， 1，木 ， ，大  
（高知大・農 ，1 大・ ） 

[Objective] While copper is an essential trace element for all living organisms, it is highly toxic in excess. The 
best-known copper-resistant bacteria have been isolated from plant-, animal-, and human-associated bacteria. The 
plant pathogen Pseudomonas syringae carries the copper-resistant copABCD operon and the two-component 
system, copS and copR, for controlling the copABCD expression. We have found the cop operon in a plant pathogen 
Ralstonia solanacearum. In this study, we evaluated the R. solanacearum cop operon by constructing deletion 
mutants for each gene. [Results and discussion] The R. solanacearum Japanese strain OE1-1 could grow in up to 
0.8 mM CuSO4. The 'copABCD deletion mutant completely lost copper tolerance, indicating that CopABCD is the 
major determinant for copper resistance. The 'copD mutant showed the same copper resistance as the wild type, 
which is good agreement with presumed CopD function as copper transport into the cytoplasm. While the deletion 
mutant of the sensor kinase gene copS severely reduced copper resistance, the mutant of the response regulator gene 
copR was almost as resistant to copper as the wild type. The copABCD operon was expressed even in the absence of 
copper in the media and reduced in the deletion mutants of the two-component system. Instead, the operon 
expression of 'copR mutant became much higher in the presence of copper. These results indicate that in the 
presence of copper, CopR negatively regulates the copABCD operon and an unidentified response regulator, which 
could be phosphorylated by CopS, positively regulates it.  

 
 
 

Ａ－ 分子の 細胞内に る 応の  
○ 新 1， 1, 2, 3， 1, 2, 3 

（1山 大院・ 科，2山 大・ 研 ，3山 大・ 工 ） 
 

【目的】 
体医薬品は 体を 成分として 作用が少ない効果的な医薬品として利用されている。 体を

的に合成することができれ 体医薬品や検 試薬として利用を することが期待できる。ヒト型の

体の 結合 は 本の プチド鎖で 成されているが，ラク 型 体の 結合部 (VHH)と細胞

接着分子であるフィ ロ クチン の 体 体 Monobody は一本の プチド鎖の単純な 造であり

酵 での生産に有利と えられる。そこで本研究では GFP 結合性能をもつ VHHと Monobody (eFN1Mono)
をそれ れ酵 で発現させ， 体様分子の 体 応の解析系を することを目的とした。 
【方法と結果】 

VHHの GFP との結合を酵 細胞 で評価するために VHHを RFP 子と 合させ，GFP と VHH-RFP
を 時発現させた。MDM10 を GFP と 合させ VHH-RFP と 時に発現させたところ GFP と RFP の

在がドット に された。VHH の 認識 にいくつかの を えたところ，I31A の では

在は見られなくなった。また，L33A の を えると 在が く現れた。 
また GFP 結合性 eFN1Mono を VHH と 様に RFP 子と 合させ，GFP と RFP-eFN1Mono を 時発

現させると細胞 で RFP-eFN1Mono が 集した。eFN1Mono の deletion 解析の結果，チロ ンを多く

32-45 の のアミノ酸 で 集することが分かった。 
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Ａ－ Hydrogen production using the blend of two algal biomass with casamino acids 
as nitrogen source by Clostridium butyricum RAK25832. 
○Shahira S. Aly, Tsuyoshi Imai, Salah Hassouna1,Takaya Higuchi, Ariyo Kanno, 
Koichi Yamamoto, Rinji Akada, Masahiko Sekine (Grad. Sch. Sci. Tech. Innov., 
Yamaguchi Univ, 1Inst. Grad. Stud. Res., Alexandria Univ., Egypt) 

The ability of Clostridium butyricum RAK25832 to use casamino acids as a nitrogen source was investigated. 
Casamino acids at concentration 26.67 g/L, achieve hydrogen production, and yield of 2505 mL H2/L, and 1.81 mol 
H2/mol glucose, respectively. To identify the most important metals for biohydrogen production eighteen metal 
elements were screened. Four elements were concern and the optimal composition was MgCl2 (0.1 g/L), K2HPO4 
(6.67 g/L), NaHCO3 (2.6 g/L), and FeCl2 (0.002 g/L). Under the optimized conditions, hydrogen production reached 
3074 mL H2/L. However, casamino acids are costly, using algal waste as a substrate with different nutrient was 
expected to increasing biomass hydrogen production effectively. By using Chlorella fusca or Ulva lactuca as a 
single substrate, the cultures required casamino acids supplementation at concentrations of 13.33 and 6.67 g/L, 
respectively. However, using a blend ratio 4:1 of both substrates reduced casamino acids requirement to 3.33 g/L, 
with a yield of 117 mL H2/ volatile solids (VS), which decrease the final cost for effective energy production. 
 
 
 
 

 
 
 

Ａ－ の ク ン分 に る 子 の 制御機  
○ 井 1， 岡 1, 2（1 山大院・工，2 山大・ 工） 
 
 

【目的】根 に生 する 菌は根 の クチンも 素 として利用すると えられ，本研究では

クチンのラムノガラク ロナン I（RG-I） の分解に く 菌 子 （rhiLFGN-rhgR-yesTUVWXYZ）
の 制御について解析を った。【方法・結果】この 子 と 上流には 子をコードす

る 子が つずつ（yesN と rhgR）存在しており，これらの 子が rhiL 上流のプロ ーターを制

御することが された。DNA 結合実験によって rhiL 上流制御 に 成分制御系を 成する YesN
が 的に結合することが確認された。また，rhiL プロ ーターは タ ライト 制を けることが

され，DNA 結合実験で タ ライト制御を る CcpA/P-Ser-HPr 合体が rhiL 制御 に結合するこ

とを確認した。YesN と RhgR の両 子が rhiL プロ ーター活性制御に するかを確かめるため

に，lacZ レポーター解析を った結果，rhiL プロ ーター活性は RG-I によって され，グルコース

によって 制されることが かった。また，両 子の によって RG-I によるプロ ーター活性

の 効果が ずかに低下した。 タ ライト 制に CcpA が関 していることを確かめるために ccpA
を 入した レポーター 菌 を用いて 様のレポーター解析を った結果，yesN と ccpA の

によってグルコース存在下での rhiL プロ ーター活性がある 度上 し，さらに rhgR を

入することでその効果が消 することが かった。 
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Ａ－ Functional roles of MIG1 and RAG5 in thermotolerant yeast Kluyveromyces 
marxianus 
○Mochamad Nurcholis，高 1, 2，山 1, 2 
（山 大院・ ，1山 大院・ 科，2山 大・ 研 ） 

Kluyveromyces marxianus has attractive characteristics including thermotolerance, ability to utilize various sugars 
and production of several potential metabolites. To understand the functional roles of MIG1 and RAG5 in the 
regulation of sugar uptake and catabolism in K. marxianus, those genes were disrupted. RAG5-disrupted mutant 
(Kmrag5) exhibited very low activities of gluco-hexokinase and hexokinase, and very low expression of RAG1 
encoding a low-affinity glucose transporter. However, Kmrag5 exhibited high inulinase activity and INU1 
expression in a glucose medium and exhibited greatly delayed utilization of accumulated fructose in the medium 
containing both glucose and sucrose. Moreover, MIG1-disrupted mutant (Kmmig1) was unable to grow well on 
minimal media without the addition of amino acids. Histidine was found to be essential for the growth of Kmmig1, 
but not for that of Kmrag5, suggesting that MIG1 is involved in expression of some genes related to histidine 
biosynthesis in K. marxianus. 
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－１ 香 の開発と の応用 
○ ， 子， ， ， 井 （ 大 ・ 科学） 
 
 

【目的】 り製品の 料であるすり は，その製造 で水 し により見 え， ， 性

等が向上するとともに「 い」が される。しかし， では 離アミノ酸の多くを されるた

め「 り」の発生 も っている。本研究では り製品へ「 り」を再 し 品 を高める方法

として， イラード 応を応用した 存型の 品 料の開発を試みた。 えて 料を水 しすり

品に した 合の有用性，およ 時の 増 効果についても検討した。 
【方法】 存型 品 料は単一または 数のアミノ酸とラクトースの混合によって作製し， 時

に発生した 気の種 と を 能試験により 定した。水 しすり への 気 効果は， 料を

した ー ング を製造・ して 能試験により評価した。 増 効果は 度が 1.0％，

0.5％の ー ング において 料の 時の ， を 能試験により評価した。 
【結果】水産 品を連 させる 品 料の開発を に，単一アミノ酸とラクトースの 能試験結果か

ら，Gly，Arg，Asp，Glu，Cys，Met を 合 とした。これら 6 アミノ酸について 合せと ル を検

討した結果，2Arg + 2Met + Glu + Lac（ ），Gly + Cys + Met + Lac（ け），1/64Met + Gly + Arg +Lac
（ ）の 合が見出された。3 種の 料を した ー ング を製造して 能試験を った結果，

または の 気を した 合に良好な評価が得られた。 増 効果においては，

度 1.0％の ー ング で， の 気を した 合に と の増 効果が確認された。 
 
 
 
－２ 養 ア 内 物を用 る 発  

○ ， 木 子， 1，岡 1， 1， ， 
学（ 大 ・ 科学，1 ） 

 

【目的】うるかは，ア の を した 品である。うるかは， が く 有の生 さを

有し， 好性を ている。一方，養殖ア 物は，養殖ア に伴い 量に されている。

これまでの研究成果により水産物と を み合 せて発酵する で水産物 有のにおいが低 され，

好性が向上することを らかにしてきた。そこで， を利用した養殖ア で 物を用いた“う

るか”様発酵 品の製造を試みた。 
【方法】養殖ア 物は， 野 （ ）より 凍品を入手したものを利用した。

解凍後，フードプロ ッ ーを用いて ースト化した。 に， をア 物の 量に し

て 0％，10％，20％およ 40％となる様に えた（以下， 合と表 ）。さらに 分が 10％と

なる様に を え， ースト にした。ガラス製 存容 に入れ，30℃にて 1.5 まで発酵を った。

適 ンプリングを い，実験に 用した。 
【結果】 合 0-40％における発酵期間中の一 生菌数は，103 CFU/g 以下で した。発酵期間中

の 10％TCA 可溶性 素量は，発酵 1 目以 は 定した。そこで発酵 1 目の試料を用いて， 能

評価を った。 好性評価を った結果， およ りについては 合 40％の 合が も評価が

高かった。 性評価を った結果， 合 40％の 合， が弱く られた。以上の結果より，

うるか製造に を 用する で 好性の高い発酵 品製造が可能である が示 された。
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－ RBL-2H3 細胞に る ロロ ン ンによる脱 制の機  
○ ， ， 貴 1， 温子 1， 井 ，  
（ 大 ・ 科学，1 科技・ 工 ） 

【目的】 細胞 ルの RBL-2H3 細胞を ル ウムイオノフ ア（A23187） した 合において，

ポリフ ノール（フロロタン ン）による脱 粒 制の機 は である。これまでに，試料 度

50, 100, 200 g/mL で 30 分間 RBL 細胞を したところ，脱 粒 制と細胞表面の 化がみられた

が， 粒 の細胞表面 に関 する PKC タン ク質発現量は されないことを報告した 1)。本研

究では，高 度（50, 100, 200 g/mL）と合 せ，低 度（6.25, 12.5, 25, 50 g/mL）で 42 時間 の

合での有効性について，Ca2+細胞 流入およ PKC のリン酸化（p-PKC ）を評価した。 
【方法】 ガラ からクロロホルム タノール 出して得られたフロロタン ン 物を試料と

した。脱 粒 制の評価は RBL 細胞に試料と A23187 を し， - キ ミ ー の 離 害活性

を 標とした。p-PKC タン ク質量は，ウ スタン ロット法で評価した。Ca2+流入試験では，Fulo-3AM
による蛍光検出を った。細胞表面の 化の では， 型電子 微 （SEM）を用いた。 
【結果】試料低 度 42 時間 の 合も，高 度 30 分 と 様に 度 存的に脱 粒を 制した。

p-PKC タン ク質発現量は，低 度，高 度いずれの試験 でも低下が確認された。Ca2+流入量は，い

ずれの高 度でも流入が 全に消 し，低 度では 度 存的な 制であった。また，SEM による

では，低 度と高 度で細胞表面の 化に いがみられた。以上より，フロロタン ンは細胞表面

に を して Ca2+流入を 害することで脱 粒を 制し，細胞 のリン酸化まで が 可能性

が示 された。 1) ら， 本 品 学 学会 63 回 会 集，p138  
 
 
 
－ アイ ノール の 能な に 内 の分 と  

○ 井 1, 2，木 2， 1, 3， 一 1, 3  
（1 大院・ 農，2 （ ），3 大・ 科） 
 

【目的】タ アイ (Polygonum tinctorium Lour.) は 料 料として られる一方で， 品 料の ，薬用

物として解毒，解 ，消 などの目的で くから利用されてきた。 ，我々は，タ アイ葉に

3,5,4’-trihydroxy-6,7-methylenedioxyflavone (TMF) をアグリコンとするフラ ノール 体が多く まれ

ることを らかにした。フラ ノールの一種として られる quercetin の 体は，体 でアグリコンに

分解後に 中へ 収されて 能を発 する が報告されており，TMF の 体も 様の 収 や

能を有すると期待される。そこで，本研究では，タ アイ葉の 要成分である TMF 体の

能や体 での分解 収について た。【方法】マウスマクロフ ージ様細胞 (RAW264) にリポ多

およ タ アイ フラ ノールを単独または み合 せて し，24 時間後の細胞上 中一酸化 素 
(NO) およ プロスタグランジン E2 (PGE2) 度を 定した。タ アイ葉の水 出物を DIAION およ ク

ロマトレックス ODS ラムで 製し，TMF 体を多量に 製物を得た。7 の ICR マウスにタ

アイ 製物を し，1 時間後の 液成分を分析した。また， の試験 ではタ アイ 製物を自

させ， 後の 中成分を分析した。【結果】TMF は RAW264 の NO およ PGE2産生を 制した。

マウス 中には TMF が存在し，マウス 中には TMF と TMF の 体が存在した。これらの結果より，

タ アイに まれる TMF 体は体 でアグリコンの TMF に分解され， 中に 収されて 能を

発 する が示 される。 
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－ Chlorogenic acid ameliorates acetaldehyde-induced cytotoxicity in murine 
hepatoma Hepa1c1c7 cells 
○Xu Wensi，Liu Yujia， ， ， ，

（Grad. Sch. Environ. Life Sci.，Okayama Univ.） 
 

【Objective】  Aldehyde dehydrogenase (ALDH) catalyzes the conversion from toxic acetaldehyde to its 
corresponding acid, acetic acid.  The ALDH polymorphism leads to the accumulation of acetaldehyde which 
causes significant damage to the liver.  Therefore, the strategy for enhancement of the liver ALDH activity by food 
phytochemicals is likely to prevent humans from an alcohol-induced abnormal reaction.  Chlorogenic acid (CGA), 

-quinic acid, is a phenolic antioxidant found in specific foods, such as lycii fructus, 
green coffee beans, apples, etc.  In the present study, we examined the modulating effects of CGA on the total 
ALDH activity as well as acetaldehyde-induced cytotoxicity in murine hepatoma Hepa1c1c7 cells. 
【Methods and results】 CGA significantly ameliorated cytotoxicity induced by not only ethanol, but also 
acetaldehyde with the enhancement of the total ALDH activity in Hepa1c1c7 cells. RT-PCR and western blot 
experiments revealed that CGA significantly increased the gene and protein expression of ALDH1A1, ALDH2 and 
ALDH3A1.  In addition, the gene expression of phase 2 drug-metabolizing enzymes, such as NAD(P)H: quinone 
oxidoreductase 1 (NQO1) and heme oxygenase-1 (HO-1), were increased after the CGA pretreatment.  CGA also 
stimulated the nuclear translocation of nuclear factor (erythroid-derived 2)-like 2 (Nrf2) and aryl hydrocarbon 
receptor (AhR).  These results suggested that CGA prevents the acetaldehyde-induced cytotoxicity, possibly 
through the enhancement of the ALDH expression with the nuclear translocation of Nrf2 and AhR. 

 
 
 
－ ン B6 のイ ール を する 

○大 ， ，Thanutchaporn Kumurungsee（ 大院・ 物 ） 
 
 

[目的] タミン B6(B6)は成 や発 に必 の 養素であり，B6 の活性体である リドキ ールリン酸

（PLP）は，アミノ酸代 を中 とした 100 以上の酵素 応の 酵素として関 する。 学的 や動物

実験によって B6 の 量の低下が の発 リスクを高めることが らかにされているが，その

ムは らかになっていない。そこで本研究では，B6 量が の代 物に える を解析する

ことで，B6 による 効果の ムの解 を目的とした。 
[結果・方法]3 の 性 SD ラットに 1 間標 を え，その後，低 B6 （1 mg PN/kg diet），標

B6 （7 mg PN/kg diet），高 B6 （35 mg PN /kg diet）の 3 に分け，6 間自 させた。

より 出した代 物を タ ローム解析に した。さらに， 中の B6 化合物の 度を HPLC 蛍光法

で 定した。検出された 500 以上の代 物のう 12 の代 物は B6 の 量によって 動した。

効果を持つことが されるイミ ール プチド， ルノ ン，アン リン，ホ ルノ ン，さ

らにそれらの合成基質である GABA， -アラ ン，1 - チルヒスチジンの 度は B6 量の増 によ

って上 した。標 B6 と高 B6 の間では 代 物の 動は認められなかった。また，B6 量

の増 に伴う PLP 度は，標 B6 において 和した。以上の結果から， の代 物の 動は

PLP 度に 存することが えられた。本研究によって，B6 による 効果はイミ ール プチ

ドの が担う可能性が示された。 
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－ 物の 性化能の  
○ 子， ， 1， 1，大 1，井 2， 

2，井 2， 3， 大 3， （ 研 工学， 
1香 技 ン ー，2 化学研 ，3農研機 農研） 

【目的】乾燥させた の葉を る「 」は， くから として利用されており， 間 レベ

ルで 種の効能が られている。本研究では，「 」の 機能性をさらに 化するために，フラ ノ

イド をより多く 葉の 出方法およ ・乾燥手法を し，その 出産物の 活性化能に

ついて解析を った。

【方法・結果】光毒性を発現するフ オフ ーバイド a の溶出を えつつ，フラ ノイド を効率よく

出するための 検討を い， 適 タノール 度にて， 葉 の 出を った。ロータリー バ

ポレータおよ スプレードライ ーを用いた 検討を た結果， 葉 のアルコール 出物から，

ル チン・ ンフ ロール 体を み，フ オフ ーバイド a が ど まれていない乾燥 を得

ることに成 した。これら乾燥 の 活性化能を るために，乾燥 を 6 の 性 BALB/c
マウスの に し， 細胞の イト イン産生能が活性化されているかどうかについて た。

種々の イト インの産生を促進する作用を持つ LPS の では 性 イト インの産生

は されず， しろ有 に 制された。一方，LPS 下では乾燥 と TNF- が

く産生 され，IL-12 の 活性も見られた。また， 制性の イト インである IL-10 につい

ては有 に 制された。本結果から， 葉 出物の乾燥 には，細菌 等の細胞に 合な が

生 た に細胞の 機能を やかに活性化させる効果があることが された。

 
 
 
－ HPLC よ LC-MSによる 子 の ノイ ・リ ノイ 分  

○ 木 ， 優 1， 子 2，北 （木 ） ， ， 
2 

（JA ，1ノ ・ 養，2高知大・ FBC） 

【目的】 では （Citrus junos Sieb. ex Tanaka）の有機 培なら に有効利用を基本方 として，

での 100％の物質循環を目標としてきた。 ， 利用資 の 種子にも有用性が見出されたこ

とで，化 品，アロマテラ ー， プリ ント分野での 品開発を っている。一方，フラ ノイド，

リ ノイドに関して ， ，発がん 制など様々な機能 性が報告されている。そこで，

種子油からフラ ノイド・リ ノイドの 時 出法およ それらの分析方法を新たに 定した。 
【方法・結果】 種子油からのフラ ノイドおよ リ ノイドの 出溶媒として， 部標 の

Naringenin を タノール DMSO (1:1)が適 であった。混合試料液を 1 時間 とうした後， 分離

し，下 を ン レンフィルターで したろ液を以後の分析用試料とした。分析には HPLC を用いた。

ラムは Acclaim 120 (C18, 2.1 mm 150 mm)， 動 は 0.1％ 酸水溶液 ア ト トリルのグラ ィ

ント方 とした。さらに目的成分の 定には，HPLC に連結した Thermo LTQ XLMS 分析 を用いた。 
本研究では 13 種 のフラ ノイドおよ 3 種 のリ ノイドについて分析 を 定した。 製

種子油にはリ ン，ノミリン，オバクノンがそれ れ 12.2，3.6，21.3 mg/kg まれており，一方，

製の 種子油にはそれ れ，636，757，43.6 mg/kg と 的多く存在することが らかとなった。い

ずれの試料にもフラ ノイドは検出されなかった。この ，応用 例として，9 種 の 用油 ，16 種

のキャリアオイルについてもフラ ノイド・リ ノイド分析を った。 
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－ イ 子オ ー ーの 1-オクテン-3-オール 分

る 
○松井 ， 1， ，大 1, 2 

（山 大院・ 科，1 岡大・グリーン研，2 岡大・農） 

イ はその 品機能性から 目されているが， に伴い イ 種子を すると 酸酸化を伴う

代 が活性化され， キ ナールなどのオフフレーバー化合物が生成されるためその用途が 定さ

れている。1-オクテン-3-オールも イ 時に生成するオフフレーバー化合物で，リノール酸酸素

と引き続く開 応により生成されると えられている。我々は イ 時の 1-オクテン-3-オール

生成機 解 のためその生成 を解析した。 気 下で イ を すると キ ナールなどの

発性物質の生成はほ 全に 制されたが，1-オクテン-3-オール生成量は 化しなかった。これは 1-オ
クテン-3-オールが de novo 合成されるのではなく， 体などの をとっていることを示 してい

る。そこで， イ 種子 タノール 出物を 製し，このものにアー ンド種子 -グルコ ー

を作用させ， 離される 発性化合物を GC-MS分析に した。その結果，1-オクテン-3-オールが 一の

発性化合物として検出され，1-オクテン-3-オールが イ 種子で 体として 積していることが示

された。本 体を イ 種子 タノール 出物から 製，機 分析により，1-オクテン-3-イルプリ

ベロ ドと確認した。LC-MS/MS分析で本 体は 1-オクテン-3-オールの 一の 体であった。本

体は イ 種子 中に一 的に生成・ 積し， 積 の によって 水分解が進 して 1-オ
クテン-3-オールを生成する。 イ 種子 時のオフフレーバー生成 制には酸素 存生成と 体

水分解による生成の両プロ スを する必要があることが示された。 
 
 
 
－ の 知と に  

○ ， ， ， 1，井内良  
（山 大・農，1 大・農） 
 

新たな として 目を集めている「 」であるが，これまで の 養価や 全性について

の報告はあるものの，その 品としての機能性などについてはほとんど検討されてこなかったために

だにゲテ ノ の を出ない。そこで本研究では の認 と を目 し，トノ マバッタをマウ

スに える 実験を うことで の 品機能性を らかにすることを目的とした。 
まず高 を えて タ リック ンドローム にしたマウスに 量の 10％のトノ マバッタ

を した 料を えたところ， マウスの体 増 を 制した。さらに 量の増 制，

の 積 制が見られ， 色 と の ル ル化タン ク質を 少させた。 酸化 ステム

について検討した結果，バッタ 料を えたマウスでいくつかの 酸化酵素の発現量や酵素活性が有

に高かった。 
以上の結果は， 資 の により体 増 制・ 積 制・酸化ストレス などの「 タ

リック ンドローム 制効果」が得られる可能性を示 する。 
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－ 細胞（BmN4）発 を用 N- リ イル化 ン ク の機能  
○大 ， ， ， 子，小 ，内  
（山 大院・ 科） 
 

【目的】我々はこれまでに，ヒト全タン ク質の N 端 から 的 定を い，150 を える新

ヒト N-ミリストイル化タン ク質を見出し，その中に多数の機能 子が存在することを らか

にした。本実験では，これらのヒト N-ミリストイル化タン ク質を イコ BmN4 細胞で 発現さ

せ，細胞の や増殖性の 化等を解析することにより，種を超えた 要な機能の検出およ 解 に有

効利用できると え，細胞 化を するヒト N-ミリストイル化タン ク質であるアクチン結合タ

ン ク質 FMNL2, FMNL3 を ルタン ク質として用いてこの手法の有用性を検討した。 
【方法・結果】FMNL2, FMNL3 の C 端に GFP あるいは FLAG-tag を した 合タン ク質 cDNA，

およ その 2 Gly を Ala に し N-ミリストイル化を 害した 体 cDNA を作成し， 細胞

細胞タン ク質合成系における代 標識により N-ミリストイル化の有 を確認するとともに，BmN4
細胞へ 子 入し，GFP 蛍光 ， 色により細胞 化を，フ ロイジン 色によりアクチ

ンフィラ ントとの 作用を検討した。その結果，野生型 FMNL2, FMNL3 は BmN4 細胞の な 展

を し，アクチンフィラ ントと 作用して しい細胞 化を するのに し，N-ミリストイ

ル化を 害した G2A 体では，これらの現 が全く生 なかった。以上の結果から， イコ BmN4
細胞における 発現に伴う細胞の表現型の 化から，ヒト N-ミリストイル化タン ク質の機能解析が

可能であることが示された。 
 
 
 
－ ン ク N の細胞内 化 グ ルと の 性  

○細 ， ， ， 子，内 （山 大院・ 科） 
 
 

【目的】タン ク質 N-ミリストイル化は，一 に細胞質タン ク質に生 ， 在化に機能することが

られている。 我々はヒト全タン ク質の N 端 から 的 定を った結果， タン ク質，

ミトコンドリアタン ク質，分 タン ク質， タン ク質といった種々の細胞 在を示すタン ク

質に N-ミリストイル化が生 ている を見出した。本実験では，N-ミリストイル化を介した 在化の

機 が，ミトコンドリア グナル， グナル， グナル プチド， グナルアン ー と

いった の細胞 在化 グナルによる細胞 在とどのような関 にあるかについて CFP， TNF を

ルタン ク質として用いて検討を った。

【方法・結果】CFP, TNF の N 端あるいは C 端に種々の 在化 グナルを 合した 合タン ク質 cDNA
を作成し，これを COS-1 細胞に 子 入し，CFP 蛍光，あるいは 色により細胞 在を検討した。

また グナル プチド， グナルアン ー の機能は， 合タン ク質の分 ，あるいは 胞体 上で

の 鎖 により検討した。その結果，細胞質で合成 後に 在を生 させる 在化 グナルには い

に 性はなく， 分子中に 数の グナルが存在すると 数の 在を生ずることが示された。これに

し， グナル プチド， グナルアン ー では，N-ミリストイル化による 在より， 胞体 上で

の ， 在化が 先して生ずる が らかになり，SRP を介して 胞体 上で生ずるタン ク質の

在化機 は，N-ミリストイル化を介する 在化機 より 先して機能することが示 された。 
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－１ の 子 ク ーRipAAの機能

○白井 ， ，北 ， 子， ，

（香 大院・農）

 

多くの 物やヒトに するグラム 性菌は， 型分 と れる 造物を介して， フ クタ

ーと れるタン ク質を 細胞 に直接 入し， を成 させている。先 研究で，機能 な

菌 フ クターRipAA を出 酵 Saccharomyces cerevisiae で 発現させると，酵 に増殖 害

を引き こし，RipAA の 定活性中 体（C183S）は増殖 害を引き こさないことを見いだした。

我々は，これらの から 物 Nicotiana benthamiana を用いて RipAA の機能の解 を試みた。

RipAA は 子であり， 物において 応を引き こすことが報告されている。

酵 の増殖 害活性と 物の 応の 関性を らかにするために，酵 で増殖 害活性の

有 を確認した 種 体をアグロバクテリウム発現系により 物である N. benthamiana で発現

させ， 応を した。その結果，WT では 応が見られ， 定活性中 体では見られ

なかった。酵 の増殖 害と 物の 応に 関性がみられた。このことから RipAA の 183
目の ステインが活性に関 していると えられ，酵 の増殖 害や 応において 要である

ことが示 された。さらに 菌の RipAA 欠 を作製し，実 の 菌 系における RipAA の

分子機能解析を っている。

 
 
 
－２ ク ーRipAY の オ キ ン結 に 性化機

の  
○ 子， ， ， （香 大・農） 

菌 (Ralstonia solanacearum) は，ナス 物を めとする 200 種以上の 物に し， な

死を引き こす な 性細菌である。 研究 によるこれまでの研究で， 菌 フ クターの 1
つである RSp1022/RipAY は， チオレドキ ンに 存して，生体 のレドックス 性 持に必 な

グルタチオン (GSH) を 的に分解する -グルタミル クロトランスフ ラー  (GGCT) 活性を 得

することが らかになった。RipAY を酵 で 発現させると，WT では酵 に増殖 害を引き こし，

定活性中  (E216Q)を させた 体では酵 増殖 害を引き こさない。 
物のチオレドキ ン (Trx-h5) の結合による RipAY の活性化機 を らかにするため，RipAY 種

体と Trx-h5 との結合 酵 増殖 害活性を た。RipAY の N 端 C 端の を欠 させた

体はTrx-h5との 作用を持たず，酵 増殖 害を こさないことが分かった。このことから，RipAY
の N 端，C 端が RipAY の Trx-h5 との結合 活性に 要であると えられる。RipAY は酵 在性

の ChaC タン ク質である Gcg1 と して に い GGCT 活性を持つが，Gcg1 は ChaC ド イン以

の をほとんど持っていない。そこで，現在，Gcg1 の ChaC ド インを RipAY の ChaC ド イン

に み み，RipAY の N 端と C 端の 造が Trx との結合に関 するのか ている。 
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－ 内細 を （ 化 ） 分

Faecalibacterium prausnitzii の  
○ ， ， 井 ，Thi Thuy Tien Nguyen， ，  
（岡山大院・ ） 

【目的】 Faecalibacterium prausnitzii は，高い 気度を要求し 酸を生成する をもつ。 鎖 酸で

ある 酸は生体において 作用等の機能があり，クローン や 性 等の 性 の

細菌 では F. prausnitzii の 成 が低いことが られている。本発表では， 代 ーク ン ーによ

る 的 細菌 解析を った 本 の から F. prausnitzii を生菌分離し，ドラフトゲノム ーク

ンスを い，生 生化学的性 試験などにより菌 間の を らかにすることを目的とした。 
【方法・結果】 本 性 6 （21.5 0.5 ）の を し，それらの から細菌ゲノムを 製し

代 ーク ン ーの MiSeq（Illumina 社）により 16S rRNA 子 を用いた 的 細菌 解

析を った。その結果，す ての ランティアに Faecalibacterium が存在することを確認した。それら

の から生菌分離し，純化して凍結 存後に生菌復 した菌 の 16S rRNA 子 を 定し菌種を

定した。16S rRNA 子 の 99％以上の 性から F. prausnitzii と 定された 5 コロ ーを し，

これら 5 コロ ーは Random Amplified Polymorphic DNA（RAPD）法により 2 であることが らかとな

った。本発表では， の消化 の F. prausnitzii DSM 17677（type strain）を めた 3 の ゲノ

ム解析や生 生化学的性 試験などにより菌 間の について報告する。 
 
 

 
 
 
－ Lipid droplets prevent the toxic accumulation of ceramides at times of impaired 

transport 
○Schlarmann Philipp， 子， 一（ 大院・ 物 ） 
 

【Objective】Accumulation of the sphingolipid precursor ceramide in the endoplasmic reticulum (ER) results in 
induction of the intrinsic apoptotic pathway. Several commonly used chemotherapeutics induce cell death by this 
fashion, however the mechanisms that adapt ceramide metabolism to chemotherapy are still poorly understood. In 
Saccharomyces cerevisiae ceramides are synthesized de novo in the ER and are transported to the Golgi where they 
are converted to inositol phosphorylceramide by vesicular and non-vesicular transport, which require COPII 
vesicles and tethering factors, respectively. In addition, ceramide can be converted to acylceramide and incorporated 
into lipid droplets (LD) to lower ER ceramide level. In this study, we tested if lack of ceramide transport impacts on 
LD development. 
【Methods and Results】 Cells were grown over night in synthetic defined medium and LD development was 
monitored by fluorescent microscopy using the neutral lipid dye Nile Red. As expected, our results showed a rise of 
LD when vesicular transport was inhibited. Interestingly, loss of tethering factors resulted in a similar increase and 
LD level peaked when both vesicular and non-vesicular transport of ceramide was shut down. This result supports 
the model that LD prevent the toxic accumulation of ceramides at times of impaired transport. 
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－ 化 を分 する の  
○ 井 ， 1（山 大院・ 科，1山 大・農） 
 
 

【目的】活性 法では にともない が発生し，これを 容なら にバイオガスに する

手 として 気消化を 入する下水 が増えている。しかし 気消化後の 容率は 30 度に まり，

生分解性の低い消化 が発生する。 らはこれまでに消化 分解能を持つ 菌 を研究してき

たが，本研究では消化 を基質として水素を生産する微生物を し，その性 解析を った。 
【方法】 下水 より された脱水消化 の乾燥 と水をガラスバイアルに え，これに

などの環境試料の 液を微生物 として接種した。バイアルの気 に 素 を し，45℃で

培養し，定期的に気 のガス分析を った。バイアル中で生 している微生物の種 は PCR-DGGE 法

で解析を った。 
【結果】7 の環境試料のう ，5 の試料を接種 とした集積培養で水素の生産が確認された。そ

のう 3 の試料では 代培養しても水素が生産されていることが かった。これらの試料の菌 解

析を ったところ， 分解や水素発酵では研究報告例がない （Fonticella, Gracilibacteri, Romboutsia)
の存在が確認された。菌 上 液からはキ ラナー ，キチナー ， ラチナー といった 水分解酵

素の活性が検出された。 
 
 

 
 
 
－ ノール Zymomonas mobilis TISTR 548 の高温 温度 の に

する イオンの  
○ 岡 1， 子 2，高 1, 3，山 1, 3 
（1山 大院・ 科，2山 大院・ ，3山 大・ 研 ） 

【目的】本研究は， イオンが タノール生産菌 Z. mobilis TISTR 548 の生 界温度での生 に

す を らかにすることを目的に った。 
【方法・結果】まず，TISTR 548 の生 界温度での生 に イオンが す について た。い

くつかの イオン(Mn2+, Ni2+, Co2+, Al3+, Fe3+ and Zn2+) は生 界温度での生 を向上させるような効

果は されなかったが，5 mM MgCl2，30 mM KCl，もしくは 5 mM MgCl2と 30 mM KCl の両方を培

に した 合には高温 下での生 の向上が確認され，生 界温度は 39℃に した。 に MgCl2

と KCl が える の いを らかにするために，それ れの イオンを した での生 界

温度での細胞 ， タノール生産能，細胞 ROS を 定し した。細胞 は MgCl2を した 合に

イオンを していない よりも くなっていることが確認されたが，KCl を した と

イオンを していない での細胞 に いは確認されなかった。 タノール生産能は KCl を
した 合に， イオンを していない よりもやや低い を示したが，MgCl2 を した 合や

MgCl2 と KCl の両方を した 合には いが されなかった。また，生 界温度 下では細胞

ROS の 積が され，MgCl2を した 合，KCl を した 合，MgCl2と KCl の両方を し

た 合の で細胞 ROS の 積量が高いことが らかとなった。 
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－ Gluconobacter の 5- グルコン 化を制御する 子の  
○ ， （ 大院・農）

 
 

【目的】 Gluconobacter属酢酸菌による5 ケトグルコン酸（5KGA）の発酵生産において，5KGA生産反応は細胞
表層で進行する。一方，それに続いて進行する細胞内での 5KGA 資化反応は，収率の低下に関わる重要な制

御点である。本菌はこれまで，生成した 5KGAを細胞外に安定に蓄積するとされていたが，最近，一部の菌株が
5KGAを細胞内に輸送し，資化して再増殖することが分かった。このことは，本菌は 5KGA資化能を有しながら，
それを抑制して細胞外に蓄積していたことを意味し，発酵生理学においても非常に興味深い。我々はこれまで

にグルコン酸輸送体GntP と 5KGA還元酵素 5KGRが細胞内での 5KGA資化系に関与していることを示してい
る。本研究では，細胞内 5KGA代謝の制御機構を明らかにすることを目的とし，そこに関わる転写因子の探索を
行った。 
【方法・結果】 Gluconobacterの gntP，5KGRはゲノム上で隣接しているが，その周辺に転写因子は存在しなかっ
た。そこで，グルコン酸代謝関連遺伝子群の発現調節を行う GntR が本菌の 5KGA 代謝にも関与すると仮定し，
G. thailandicus NBRC3255のゲノム情報を調査した。興味深いことに複数の gntRホモログが gntP-5KGR とは離
れた位置に存在した。5KGA生産条件における gntR 遺伝子群の発現誘導を調査したところ，特に gntR4 と名付
けた遺伝子の発現が強く誘導された。そこで，gntR4破壊株を作製し，野生株との比較解析を行った。その結果，
破壊株では野生株に比べて 5KGA資化速度が低下しており，5KGAの取り込み活性，5KGR活性の低下もみら
れた。これらのことから，gntR4が 5KGA資化の誘導に関与することが示唆された。 

 
 
 
－ Acidomonas の PQQ-アルコール脱 素 素 ，グリ ロールを

ロキ ア ンに 化する 
○ ， 大貴， （ 大院・農）

 

【目的】 酸菌はグリ ロールを に酸化 するが，細胞 に 在する PQQ-グリ ロール脱水素酵

素（PQQ-GLDH）がジヒドロキ ア トン（DHA）を，PQQ-アルコール脱水素酵素（PQQ-ADH）がグ

リ リン酸（GA）を生成することが報告されている。本研究 ではバイオ ィー ル 料の 生物であ

る グリ リンを資 化する触媒として， タノール資化性 酸菌 Acidomonas methanolica に着目してい

る。本菌はグリ ロールから DHA を生成するにも関 らず，そのゲノム上に PQQ-GLDH 子を持た

ないことから， の 酸菌と なるグリ ロール酸化系を持っていることが示されている。本研究では，

Ac. methanolica のグリ ロール酸化系を らかにするために，本菌の DHA 生成酵素について した。 
【方法・結果】本菌の細胞 分に DHA 生成能が見られたことから，細胞 分からグリ ロール酸化

酵素を可溶化・ 製を った結果，グリ ロール酸化酵素は PQQ-ADH と同じ画分として精製された。ウェス
タンブロッティングを行うと，精製酵素は ADH 抗体と顕著な反応を示した。また，精製酵素をグリセロールと反応

させた結果，TLCで DHAの生成が確認された。一方，PQQ-ADH破壊株ではグリ ロールからの DHA生産
が見られなくなったことから，本菌の PQQ-ADH がグリセロールを酸化し DHA を生成していると結論した。このこ
とは，Acidomonas属酢酸菌の PQQ-ADHが，GAを生成する既知の酢酸菌 PQQ-ADHとは異なる性質を示す初
めての報告となった。 
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－ Gluconobacter frateurii CHM43 の ロー を 制御 
○松 1， 1，松 1， 山 2， 岡 1, 3， 1, 3， 
松 一 1, 3（1山 大院・ 科，2 大院・農，3山 大・ 研 ） 
 

【 ・目的】 酸菌は， の 造や タミン C の 体となる ル ース発酵等に用いられる酸化

発酵微生物である。これまでの研究で， ル ース発酵性 酸菌 Gluconobacter frateurii CHM43 を高温

適応 種し，高温で ル ース発酵が可能な 化 を 得したところ，多剤 性 体への一 基

入 が生 ていること，その に伴うトレ ロース（Tre） 出の 制による代 動から

NADPH/NADP+ が増 し，ROS を 制することで 性を向上させていることが らかとなった[1]。
回，この代 動に関 している Tre 合成 と ントースリン酸 （PPP）間の代 制御について，

なる検討を えた。 
【方法・結果】Tre 合成 （ otsAB）は， 化 以上に PPP への流入を促進し， 性をより

高めることが示されている。そこで，培 の 素 を えて 培養を ったところ，PPP へ流入しに

くい 素 では， 化 や otsAB でも 性を示さなかった。また， 素 の いで NADPH の消

も 化し，それが 性に していることも示された。さらに， 化 で が きた 体は，

Tre 出に えて ル ースの り みへの関 が示され，低 度の ル ースの り みには Tre 合成

が必要であることが示された。これらの結果より，Tre 合成は，PPP への流れの や ル ースの り

みを担っていること示された。現在，その生 学的な について解析を進めている。 
[1] Matsumoto, N., et al., Appl Environ Microbiol, , e00354-18 (2018) 

 
 
 
－ 性細 Eikenella corrodens の 子の  

，○ 1， ， ， 1 
（山 大・農，1山 大院・ 科） 
 

【目的】 性細菌 Eikenella corrodens 1073 は， 液 培 上で 溶 を示す。我々は，本菌から

溶 子の 製を試み，約 65 kDa のタン ク質を 製した。N 端 の解析から，X-プロリルアミノ

プチ ー であることが示 され，これを HlyA と けた。本研究では，HlyA がどのようにして溶

を示すかを るため， 菌での え HlyA やその欠 体の生産と欠 の作成を った。また，

様々な 下で溶 活性を ，その生 学的 を した。 
【方法】E. corrodens 1073 のゲノム DNA から hlyA 子や欠 体を増 し発現ベクターにつな ，

菌で 発現させた。His タグ きの発現タン ク質を 製後，溶 活性を た。また， 的 え

を利用して hlyA 欠 （ hlyA ）を作成し，溶 活性を た。さらに，1073 を温度や培 成な

どを えて培養し，溶 活性に す を た。 
【結果】 菌で発現した HlyA を 製し溶 活性を 定した結果， 製タン ク質の 度に 存して溶

活性が見られた。さらに， hlyA では溶 活性は見られなかった。これらの結果から，hlyA が溶

子をコードすることが示 された。また， 端から プチ ー の活性中 を った HlyA 欠 体で

も溶 活性が見られたことから，溶 活性には プチ ー 活性は 要であることが示 された。さら

に，本菌の溶 活性は 欠 時に されることが示され，本菌において溶 が 得系の一つである

ことが示 された。 
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－ リン を による小胞 の制御 
○ ，松 1， 1（ 大院・ 物 ，1 大・ 物 ） 
 
 

【 】 胞 の素 である 胞の出 や 合のプロ スはいずれも 質の 造 化を伴うこと

から， 胞 の制御には 質が 要な を果たしていると えられる。以 の解析から，リ リン

質ア ル 酵素をコードする 子 SLC1を すると，sec12 による表現型が されること

が らかとなった。また，その は OPI1 子 によって解 されることも分かった。Opi1 はホ

スフ チジン酸の 少に伴い 胞体から へと し， 子 Ino2 Ino4 と結合する でリン 質

生合成 子の を 制する。したがって，ホスフ チジン酸の代 動を介した Opi1 による

制が COP 胞 を に制御していることが示 される。そこで本研究では，Ino2 Ino4 を介した

が COP 胞 を しているのかどうかについて解析を った。 
【方法・結果】 sec12 の INO2 INO4 子を し，sec12 による表現型に する につ

いて解析を った。その結果，それらの によって，sec12 の表現型が された。また， の

sec 子 についても 様の解析を った結果，INO4 子を すると，sec23 と sec16
の表現型も された。以上の結果から，COP 胞 の に 子 Ino2 Ino4 が関 し

ていることが示 された。 
 
 

 
 
 
－ 温 を 用 ン ル 素 の の 技術の開発 

○ 木 子， ，小 1， 1， 1， 1， 
山 1， ， 一（ 大院・ 物 ，1北 工 大・工） 
 

【目的】 研究グループでは低温菌を として有用化学品を効率的に生成する ンプル酵素触媒の

を っている。しかし，低温菌の多くは増殖 度が く，低収量である。そこで，本研究では低温菌

ンプル酵素触媒の効率化に向け，低温菌の増殖に関する基盤 の開発を目的とした。 
【方法・結果】 ンプル酵素触媒の に用いている低温性 Shewanella 細菌の増殖 を検討した。

マリン培 を用いた増殖評価の結果，酸素 量の増 に伴い増殖が に向上した。さらに， プト

ン，酵 キス， 水 を 合培 に ミノ酸を することで増殖に の効果が見られた。

ミノ酸は 種アミノ酸を んでいるが，そのう 有量の少ないスレオ ンを したところ，増殖

が向上した。以上より，酸素 とアミノ酸 が Shewanella 細菌の増殖向上に 要であることが示

された。 に増殖能の高い低温菌を 得するため， の 水や の 復回分培養によ

り新たな低温菌 を単離した。それらは 16S rRNA 解析により，Pseudoalteromonas ，Vibrio などであ

り，Shewanella 細菌より高い増殖能を示すものを見出した。現在，これらの培養 を検討することで

さらなる増殖向上を っている。 
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－１ よ との 結 によ とな  
Type II NADH脱 素 素の キノン結 ○山 ， 岡 ル 1， 

2， 3， 2，北 1， （香 大・ ， 
1 大院・ グロー ル，2 工 大・応用 物，3 大院・農） 

【 と目的】NADH 酸化系 鎖で機能する Type II NADH 脱水素酵素（NDH-2）は ングル プチド

の 表在性酵素である。NDH-2 の結 造は に報告されているが，基質 キノンの生 的な結合部

は らかとなっていない。本研究では， 害剤を用いた 造生物学的およ 生化学的解析により酵

NDH-2（Ndi1）の キノン結合部 を 定する。 
【結果】 鎖酵素のキノン結合に する 害剤ライ ラリーを用いて Ndi1 の NADH- キノン

活性を低 度で 害する（IC50 < 1 M）化合物を し，競合 害剤としてスティグマテリン（STG）

が，混合型 害剤としてミキ チア ールおよ オーラ ン 体 AC0-12 が得られた。Ndi1 との 結

造解析より，これら 3 種 の 害剤の結合部 を 定した。いずれの化合物も 欠分子 FAD の

に結合が認められた。STG は 2 つの様 （STG-1 およ STG-2）で結合が認められた。3 種 の 害剤

の結合様 の から，STG-1 における 側鎖の が競合 害剤に 的であることが した。

この 側鎖と 作用するアミノ酸 基に を有する では， キノンに する 和性が低

下した。 
【結論】 部 におけるスティグマテリンの 側鎖の は， の競合的 害のための 造

的基盤を する。 キノンの生 的な結合部 は 部 と する。 
 

 
 
 
－２ Arthrobacter globiformis M30 ン ー を用  

○山 一 ， 優 1 ， 2，大 3， 2， 2 

（香 大院・農，1香 大・農，2香 大・ ，3松 化学） 
 

【目的】トランス トラー （TK）は ントースリン酸 に存在する酵素で，リン酸化 のアルド

ース， トース間の 応を触媒する。本研究では，TK を用いた 少 生産を目的として， 離の単

に する 応性を るとともにその酵素学的 性質を検討した。 
【方法・結果】Arthrobacter globiformis M30 TK を生産する え 菌は 度 100 µg/mL アン

リンを SB 液体培 で 12 時間培養した後， 度 1 mM IPTG を し酵素発現の を 4 時間

った。得られた菌体を超 し 酵素を 出した。TK は Hi Trap Q HP，Hi Trap Phenyl HP，RESOURCE 
Q ラムを用いたクロマトグラフィーによって単一に 製され，SDS PAGE の結果から単量体分子量は 
81 kDa，ゲルろ クロマトグラフィーの結果から 量体を 成していることが かった。 製 TK を用い

て酵素の 性質を確認した結果， 適 pH はリン酸 液の pH 8.0，pH 定性は pH 7.0 9.0 であった。

適温度は 30℃，TK の酵素 応には 化マンガンなどの 価の イオンが必 であることが かった。

A. globiformis M30 TK を用いて L- リスルロースおよ L-スレオースを基質に 30℃，4 間酵素

応を い， 応液中の 成を HPLC にて分析した。 応後の HPLC 分析では基質の ークが 少し，

生産物の ークが確認された。生産物を分離 製後，HPLC 分析，13C-NMR 分析およ 光度 定に

より生産物が L- ル ースであると 定した。これらの結果から A. globiformis M30 TK は 離の単

に しても 応を触媒することが らかとなり 少 生産への応用が可能であることが示 された。 
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－ 新 2機能性ア ン キ ー リン ロゲ ー

 
○大 ， ， 1，米 一 2，大 3，大 3， 

（香 大・農，1 大・ ，2 大・農，3大 工大・工） 

【目的】必 アミノ酸であるイ ロイ ン， チオ ン，スレオ ンは，微生物や 物にのみ存在する

アス ラ ン酸 によってアス ラ ン酸から生合成される。本 にはアス ラ ン酸キナー

（AK），アス ラ ン酸 ミアル ヒド ヒドロゲナー （AsaDH），ホ リン ヒドロゲナー

（HseDH）が存在し， 物，細菌，アーキアでは AK と HseDH が 合し 2 機能性酵素（AK/HseDH）と

して くものが多い。AK/HseDH は い生物種で研究がなされているが，超好 菌では全く報告がな

く，さらに AK/HseDH の 体 造はどの生物 のものでも だに解 されていない。また，本酵素は

L-スレオ ンによりフィードバック 害を けることが られているが，この 害 ムの 造生物

学的な はなされていない。さらに，AK/HseDH AsaDH が 合体を 成し生成産物を直接 け

す基質 ムの存在が されているがそれを する報告はない。 回我々は，超好 性細

菌 Thermotoga maritima AK/HseDH の機能解析に成 した。これは，超好 菌において AK/HseDH が

存在することを示した の例となる。 
【方法・結果】T. maritima AK/HseDH の 菌における 量発現系の を い， 製法を確 した。

製酵素を用いて酵素化学的 性質を解 した。本酵素における AK 応の 合では， に い 度の

L-スレオ ン存在下において 害を示したが，Hse 応の 合では，L-スレオ ンによる 害を けない

ことが らかとなった。現在， 造解析を うための酵素の結 化を検討している。 
 
 
 
－ 性 ロテイン ー PPM1Hのリン 化とリン 化

の ○大 ， ， ，乾優 子， 一 ， 
1, 2， 3， ， （香 大・農， 

1 研・ 工学，2 山 科大・ 養，3 大院・ 科学） 

プロテインホスフ ター は，タン ク質を脱リン酸化することで細胞 報 の制御を う酵素で

ある。2 価の イオン 存的に活性を示す PPM フ ミリーホスフ ター の 1 つである PPM1H は，

骨 成関連 子の に関 する Smad1/5/8 や， 増殖 制 子 p27 を脱リン酸化するなど，生体

における 要な きが報告されているが，その制御機 はほとんど らかにされていない。 
PPM1H の制御機 を解析するにあたり，リン酸化によってその機能が されている の PPM フ ミ

リー ンバーが存在することから，PPM1H もリン酸化により らかの制御を けているのではないかと

された。そこでまず，PPM1H が生 的にリン酸化されているかどうかを Phos-tag SDS-PAGE で解析

したところ，PPM1H は細胞 において高い 合でリン酸化されていることが らかとなった。 に

PPM1H をリン酸化するプロテインキナー を した結果，CaMKI と PKA によってリン酸化される

ことが した。また，これらのプロテインキナー によるリン酸化部 を， 定リン酸化部 のアミ

ノ酸を Ala に した 体を用いて解析したところ，PKA によって PPM1H の Ser-123 が，CaMKI
αによって Ser-210 がリン酸化されることが らかとなった。 に，これらの部 のリン酸化が生 的に

どのような を持つのかを らかにするため，リン酸化部 的 体( -pS123， -pS210)の作製を

試みた。その結果，PKA およ CaMKI でリン酸化した PPM1H をそれ れ 5 ng まで検出できる

を 得することが出 た。 
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－ CaMKI の リン 化による新 性化 の  
○小 ， 一 ， 子 1， ， 2，  

（香 大・農，1 研・ イオ ィ ル，2 大院・ 科学） 
 

Ca2+ ル ジ リン (CaM) 存性プロテインキナー I (CaMKI) は Ca2+ グナリングにおいて 要

な を果たすプロテインキナー であり，活性化ループ の Thr 基が上流の CaMK キナー  
(CaMKK) によってリン酸化されることで活性化する。CaMKI には ， ，γ， の 4 つのアイ フ

ームが存在するが，その中でも CaMKI と CaMKI の 性は 83％と も高く，細胞 在や活性化

ムも 様であるため，両酵素の いに関する報告例は少ない。 的活性型として られる CaMKI
の C を欠 させた 体 CaMKI (1-294)の活性は，CaMKK によるリン酸化を けて活性化し

た CaMKI (WT)の活性にはるかに ないのに し， 菌で発現・ 製した CaMKI (1-299)は，

CaMKK による活性化を けずに 的に高い活性を示すことを た は本研究で らかにした。そこ

で，CaMKI (1-299)の活性化 ムを解 するために CaMKI (1-294)との 解析を い，CaMKI
(1-299)が 菌 で高度に自 リン酸化することで 全に活性化していることを見出した。さらに，

CaMKK によるリン酸化部 のリン酸化を 的に検出する 体を用いた解析により，その自 リン酸化

部 は CaMKK によるリン酸化部 とは なることが らかとなった。以上の結果から，CaMKI には

CaMKK に 存しない， アイ フ ーム 有の自 活性化 ムが存在する可能性が示 された。 
 
 

 
 
 
－ 新 な 性 性 の開発と応用 用

小 子，山 ， ， ，○木

（岡山大・農， 岡山大院・ ）

【目的】分化生 中の 物 には 離型 N-グリ ン (FNGs) が 積しているが，それら FNGs の生

機能については だ である。FNGs の生 機能解 には a PNGase 発現制御 の が必要であり，

物 出液中の aPNGase 活性を定量的に 定する必要がある。 ，aPNGase 活性は RI あるいは蛍光

標識 プチドを基質として用い，生成物である脱グリコ ル化 プチドを HPLC 等で定量していた。

しかしながらこの方法では， 物 出液を用いた 合， 在性 プチ ー により基質 プチドが分

解されるため，定量的な aPNGase 活性 定は になる。そこで本研究では， 物 出液中の aPNGase 活
性を 定するための新たな分析系の確 を った。【方法・結果】aPNGase 欠  A. thaliana
aPNGase 発現トマトの葉部あるいは果実から 酵素液を 製した。基質として アル酸 有 N-グリ

コ プチド（ ）を， 部標 鎖として NeuNAc2Gal2GlcNAc2Man3GlcNAc1-PA を 用した。

aPNGase 発現制御 物の 出液，基質 プチド (25 μg) ， 部標 鎖を 50 mM 酸アン ウム

液（pH 4.0）中で 37℃，1 時間 応させた後， 離 鎖を蛍光標識 (PA 化)した。 いで，それら生

成物を  アリ ー /RCA 120 レクチンアフィ ティー/RP-HPLC の み合 せで検出する方

法 [1]，  DEAE-HPLC/RP-HPLC で検出する方法について検討を えた。その結果，いずれの方法でも，

aPNGase 欠  A. thaliana での活性消 と aPNGase 発現トマトにおける活性 進が確認された。 
[1] Uemura, R., Ogura, M., et al. Biosci. Biotechnol. Biochem. https://doi.org/10.1080/09168451.2018.1459464  
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－ Thermochromatium tepidum クロ c の 性とガ 結 能

に する研  
○小 ， 井 ， 大 ， 木 （ 大院・ 物 ） 
 

【目的】 トクロム c はプロテオバクテリアが く有する リプラ ム 在 ムタン ク質である。

ム は 6 つの をもつが 5 型を示しており，空 の部分に NO や CO といったリガンドを結合

することができる。 研究 では，好 菌 Thermochromatium tepidum トクロム c (TTCP) の 種

発現に成 している。また，TTCP とアミノ酸 が 82％一 している 温菌 Allochromatium vinosum
トクロム c (AVCP) の 定性とガス結合能に関する研究が れてきた。本研究では，TTCP の

定性と NO 和性について ることで， トクロム c の 造およ 機能が高温に してどのよう

な適応を示しているかを AVCP と しながら らかにし，それに関 するアミノ酸を見出すことを目

的とする。 
【方法・結果】 TTCP の 定性は 光 色性ス クトルの 温に伴う 化から 定した。その 性

中 温度 Tmは 72℃であった。また，NO 和性は可視 収ス クトルによって 定した。 NO 度で

の ーク における 光度から NO 結合 応における結合定数を 出すると，TTCP の NO 結合定数 K
は 7.7 10-3 M-1であった。AVCP では Tm = 53℃であり，K = 5.0 10-2 M-1であるので，TTCP は AVCP に

低い NO 和性を有しており，それは TTCP の 定性の高さによるものであると した。本研究

の目的を するにあたり，Mutagenesis PCR によって TTCP 子に を 入し，発現させた TTCP
について 様の実験を うことで 定性とガス結合能に関する 見を める。 

 
 
 
－ よ クロ c′の NO 性の  

○ 井 ， 大 ，小 ， 木 （ 大院・ 物 ） 
 
 

【 ・目的】 トクロム c は細菌から見いだされる ムタン ク質である。NO 結合能を有することか

ら，細胞毒性を示す NO の解毒に トクロム c が関 るとされる。これまで 研究 では，好 菌

Hydrogenophilus thermoluteolus，Thermochromatium tepidum， 温菌 Shewanella amazonensis，Allochromatium 
vinosum，およ 好 菌 Shewanella livingstonensis を とする トクロム c を に，その 定性が

する菌の生 温度と 関性を示すことを らかにしてきた。本研究では，それら トクロム c の NO
和性を解析し，機能面からも環境への適応性を示すかを らかにする。 
【方法，結果】 の トクロム c に NO ドナーを し，NO 結合に伴う 収ス クトルを 定し

た。その結果，す ての トクロム c で 425 nm から 399 nm へ 収ス クトルの ークが フトしたた

め， ムに して NO を結合していることが示 された。NO 度に する 425 nm の 化から NO 和

性を解析すると， 定性の低い トクロム c ほど NO 和性が高く，そして 定性の高い トクロム c
ほど NO 和性が低く， つの性質がまるで のような関 にあることが らかになった。さらに，

好 菌 トクロム c の ム の疎水性度を下げた 体について 様の実験を った結果， 定性

の低下，およ NO 和性の向上を示した。以上の結果から，NO 結合のためには低い 定性が有利に

き，そのコントロールには ム の疎水性 基が することが らかとなった。そして，NO 解毒の

きは，高 環境よりも 温や低温環境でより 要であることが示 された。 
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－ 性 細胞内 細 の 化 素 SoxAX の機能と 性の

 
○ 井 子， 井 ， 1， 1， 木  
（ 大院・ 物 ，1JAMSTEC） 

【目的】硫 酸化細菌 Candidatus Vesicomysocius okutanii は， 水 に く生 している 性

マイ ロウリガイの 細胞を とする 生細菌である。両 は， 中の硫化物を から しても

らう代 りに，自 での ル ー産生が 可能な へ C.V.okutanii が ル ーを するという

利 生関 にある。本研究では，C.V.okutanii の持つ硫 酸化代 の 1 つ，チオ硫酸酸化に関 る

Sox(Sulfur-oxidizing-system)AXの酵素学的 に着目することで，C.V.okutaniiの な 2つの生 環境（

生・ ）への適応能 を解 することを目的とする。 
【方法・結果】 ータベース上 に C.V.okutanii ゲノム 出液の PCR 産物との SoxAX の 基 を

したところ， は 全に一 した。その 基 を基に 菌での 種発現系を し，C.V.okutanii 
SoxX を 量に発現した。そこから得られた可溶性 分から 種クロマトグラフィーを用いて 製

SoxX を得た。C.V.okutanii SoxX の酸化 での 収ス クトルを 定したところ， 種微生物

トクロム と ークが一 した。このことから，C.V.okutanii SoxX は 6 型 ムを有する

ことが示 され，アミノ酸 が 種微生物 SoxX と して いにも関 らず トクロム c として

の機能を有するということの に った。また， 光 色性ス クトルを 標にした 定性 定

による 性中 温度は 46.8℃であり， 性細菌 トクロム c と しても 定性が低いことから，

C.V.okutanii SoxX に のタン ク質も低温で機能を有するということが された。 
 
 
 
－ 良 リ ン グを ン ク の 法の開発 

○ 井 1， 一貴 1， 1, 2, 3， 1, 2, 3 
（1山 大院・ 科，2山 大・ 研 ，3山 大・ 工 ） 
 

【目的】6His タグが ッ ルに結合する性質を利用することで，タン ク質の 製が可能である。しか

し，His 連続 はタン ク質機能に を えてしまうことから，His 連続 と 定のアミノ酸を

み合 せた を作製すると，タン ク質機能への が され ッ ル ー にも結合することが

分かった。本研究では，この改良型タグを用いてタン ク質 製を い，6His タグとの いを らかに

すること目的とした。 
【方法・結果】6His タグ は His と Glu を み合 せた 6HE タグ(HEHEHEHEHEH)を C に した赤

色蛍光タン ク質(RFP)を 菌で発現させ 出した。この RFP は可視光下で赤色として見えるので，

ッ ル ー との 着を目視で確認できる。6His タグはイオン 水中でも 着が こるのに し，6HE
は 着しなかった。そこで 6HE の 着 を した。Glu 側鎖の 電荷を 消すことを え， 存在

下で 着させてみた。すると pH8 の高 度リン酸 液で く 着することが分かった。 にリン

酸 液で 着した から RFP を溶出するためにイミ ールを溶出液に用いて， ラムから溶出さ

せた。イミ ールに 度 をかけながら溶出 作を うと，6His タグは い 度 で溶出が こ

るのに し，6HE タグは い 度 で溶出が こることが分かった。これらのことから 6HE タグを用

いたタン ク質 製は，6His タグよりも高度な 製ができると えられた。 
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－ SDS な ン ク の 動による  
○山 1， 1, 2, 3， 1, 2, 3 

（1山 大院・ 科，2山 大・ 研 ，3山 大・ 工 ） 
 

タン ク質の機能と 体 造は密接に関 っており， 体 造を持つことで機能を示す。SDS-PAGE を

用いたタン ク質電気泳動では，界面活性剤である SDS を一様に結合させ， 性 を作ることで分子

量 存的にタン ク質が泳動する で分析を う。赤色蛍光タン ク質（RFP）の SDS-PAGE を っ

た ，赤色のバンドが視 的に できた。このことから，RFP が SDS のタン ク質 性作用の を

けにくいのではないかと えた。タン ク質電気泳動の ンプルを する ，SDS のタン ク質

性作用を するため，一 的に が えられる。そこで， をした 合と をしていない 合

で SDS-PAGE を って した。 した 合では赤色バンドが見られなかったのに し， してい

ない 合では電気泳動中においても赤色バンドが できた。泳動 には SDS を んでいることから，

RFP が SDS 存在下においても 定であることが分かった。バンドの 動度を見ると， した RFP は分

子量 (28 kDa) に応 た 動度であるのに し， していない RFP ではバンドが 側に見られた。こ

れは 体 造を つRFPと 性したRFPでは結合するSDSの量が 化し荷電 が なるためであると

えた。また，様々な プチドを RFP の 端に し，SDS 存在下と 存在下におけるバンドの 動度

を したところ， した の さは にも関 らず なる 動度を示したものが存在したこと

から，SDS とアミノ酸 基との 作用を るのに利用できるのではないかと えた。 
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－１ リン ルコリンの脱 ル化 の 研  
○ ， １， １（ 大院・農，１ 大院・農） 
 
 

【 】細胞 はリン 質を 成分とする を 成し， においてホスフ チジルコリン（PC）
が， においてはホスフ チジル タノールアミン（PE）が分 している。PC の への （フロ

ップ）は ABC 体が，PE の への （フリップ）は P 型 ATPase が関 することが されてい

る。しかし，それ れのタン クによる基質認識については なままである。 

PC，PE およ 本研究の標的化合物 
【目的】本研究では，PC の 性 部に つある チル基を 脱離させることでい PC と PE の中間

的な新 分子（脱 チル化 PC およ チル化 PE）を イン・合成することとした。これらの分子は

ABC 体や P 型 ATPase などの 間 に することでその分子認識を き りにすることができる。 
【方法・結果】発表 らがこれまでに確 したリン 質の合成方法をもとに PC の 製を い，DABCO
を用いた脱 チル化によって の脱 チル化 PC を得た。 後，再度の脱 チル化を てもう一方の合

成標的である チル化 PE を得る 定である。

 
 
 
－２ コ PTP1B 性物 の る 

○大 良 ， 香 ， 1， 貴子 1，大内 一 2， 井 3， 
3 

（ 大院・ ，1大 大院・工，2 大・ ，3 大・ ） 

【目的】 ウコ （Acanthopanax senticosus）から単離されたジアル ヒド は， い PTP1B 害活性

(IC50=9.2 M)を示すことが報告されている 1）。これまでに の合成を ったが， 物の ータと一

しなかった。そこで， の 性体を合成し単離された化合物の 造を合成化学的手法 生物活性より確

定することを目的とする。 
【方法・結果】 的な Ullmann ether 合成を用いて 4 つのジアル ヒドの合成を した。しかし，合

成した - と 物の 1H-NMR ータはいずれも一 しなかった。また，PTP1B 害活性試験を った

ところ，合成した - は 100 M でも活性を示さなかった。以上より， ウコ から単離された PTP1B
害活性物質の 出 造は りである。 

Fig. Comparison of the 1H-NMR chemical shifts of reported  and synthesized -  
）N. Li et al., Phytochemistry Lett., , 286-289 (2015) 
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－ 物に グリコ ルイノ ール リ ー

D の性 ○ ， ， ， ， ， 
1， 井 2， 1， ，小  

（ 大院・ ，1 大院・理工，2 大院・ ） 

【目的】我々は以 ，キャベ 葉に 物における 要スフィン リン 質のグリコ ルイノ トールホ

スホ ラミド(GIPC)を 的に分解するホスホリ ー D(GIPC-PLD)活性が存在することを報告した。

一 に，PLD は 応系にアルコールが存在すると り出されたホスフ チジル基がアルコールに す

るホスフ チジル基 活性を示す。本研究では GIPC-PLD についてこの活性を中 に た。【方法】

イコン根のホ ジ ートより得た 分の硫 により GIPC-PLD 分を得た。GIPC はキャベ よ

り得た 質 分から イ酸 ラム TLC によって単離した。種々のアルコールの存在下，GIPC に

GIPC-PLD を 30 分間作用させた後，得られた生成物を TLC にて単離した。生成物は 法により定量し，

MALDI TOF-MS によりその 造を確認した。【結果・ 】 タノールの存在下，GIPC に 根

GIPC-PLD 分を作用させるとフィト型 ラミド 1-リン酸(PC1P)に タノールが結合した PC1P タノー

ルを生 ることが確認され，この酵素がホスフ チジル基 活性を触媒することが かった。この活

性は タノールや 2- チル-1-プロ ノールでは されたが， ンタノールや 2-プロ ノールあるいは

コリンや リンなどグリ ロ型リン 質の 性 部を 成する水酸基への 性は されず，本 応

の基質は 鎖(C4)の一 アルコールに 定されると れた。 
 
 

 
 
 
－ 物の ン 制御に する新 子の  

○ 1， 1, 2， 1, 2， 3， 岡 4，小 貴 1, 2 
（1 大院・ 科学，2 大・ 科，3 大・応 ，4 大・農） 
 

【目的】リ フラ ン RF を 体とする FMN，FAD は 物において光合成などの 要代 に必

な化合物である。しかし， 物におけるフラ ン生合成 分解系やその制御機 についてはほとんど

解 である。我々はこれまでに， 物におけるフラ ン化合物の代 制御に関 る新 子を 定する

ために，FAD 後のトランスクリプトーム解析を い，FAD により発現 動する 子

(FAD-responsive transcription factor: FRTFs を 47 定した。そこで本研究は 物のフラ ン代 機

を らかにするために，これら FRTFs の機能解析を った。

【方法・結果】まず，FRTF 子 の T-DNA 入 子 の単離を い，24 種 の 子

KO-frtf1-24 を単離した。得られた 24 種 の FRTF 子 の細胞 フラ ン化合物レベルを

LC-MS/MSを用いて解析した結果，KO-frtf11およ 19 におけるフラ ン化合物レベルは，野生 WT
と して に 少していた。そこで に，両 における のフラ ン代 系 子 の発現量を

定量的 PCR 法により解析した。その結果，KO-frtf11 では WT と して RF 合成に関 る AtRibA1，
COS1およ RSの発現量が低下していた。一方，KO-frtf19 では RF 合成に関 る AtRibA1，PyrR，PyrD
およ COS1，FMN 合成 分解に関 る AtFMN/FHyの発現量の低下，FAD 合成に関 る AtFADSの発現

量の増 が認められた。以上の結果より，FRTF11 およ 19 は直接的もしくは間接的に 物細胞 のフ

ラ ン化合物レベルの に関 することが示 された。
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－ ャ ン と ンの グ ルクロ ークによる 細胞 イオ

ン ャ ルの 性制御機  
○ ， 1， す 1， ，  
（岡山大院・ ，1岡山大・農） 

として 物の葉の表 に存在する気 は，一 の 細胞から成る であり， 酸化 素の り

みや 散による水分放出を する である。また，気 はいくつかの 物 菌にとって， 要

な 入 となっている。ジャス ン酸 チル（MeJA）と チレンは，成 や 害応答の制御を う

物ホル ンである。 の研究によって，MeJAと チレンは気 開 動の制御にも関 することが

らかとなった。成 や 害応答の制御系において，MeJAと チレンの グナル クロストークが

存在することが示 されている。しかし，気 開 動の制御系，すな 細胞 における MeJA
と チレンの グナル クロストーク機 の 細は現在 である。 
気 の開 動を制御する グナル において， 細胞 質 イオンチャ ルは 要な きを

持つ。本研究では， ル 物である ロイ ナ ナを用いて， 細胞における MeJA と チレンの

グナル クロストークによる 細胞 質 S 型 イオンチャ ルと リウムイオンチャ ルの

活性制御機 の解 を った。 
 
 
 
 

 
 
 
－ 化 に るア コル ン  

○ 1， 2， 井 2，小 貴 1, 2，Frank Van Breusegem3， 
1, 2， 1, 2（1 大院・ 科学，2 大・ 科， 

3Plant Systems Biology・VIB/Ghent Univ.） 

アスコル ン酸（ASC）は 要レドックスバッフ ーとして 物の酸化ストレス 性・応答に 要な

を担っている。 物は ノ ヒドロアスコル ン酸（MDHA）およ ヒドロアスコル ン酸（DHA）
にそれ れ 的な 酵素（MDARおよ DHAR）を有しており，これらの酸化型アスコル ン酸の

ASC への再生を してそのプール イ 持に すると えられている。 ロイ ナ ナにはそれ

れ 5およ 3つのMDARおよ DHARアイ フ ームが存在するが， 々の生 学的 要性や機能的

性はあまり られていない。そこで我々は，MDARおよ DHAR 子の多 を作出し，酸

化ストレス 下での ASC再生への を た。 
細胞質型 DHAR1およ 2，葉 体型 DHAR3の を作出したが， く きことに，ASCレベ

ルやレドックス への は 定的であった。しかし，この でグルタチオンを欠 させた

ところ，ASCレベルの低下と酸化ストレス 性が しく 進した。よって，DHARの機能はグルタチ

オンによる 酵素的な DHA 応によって されうることが示された。また，細胞質型MDAR2お
よ 3と， ルオキ ーム型 MDAR1 およ 4 の の作出をそれ れ試みた。細胞質型の

は生存可能であり野生 レベルの ASCレベルを 持したが， ルオキ ーム型の 全な

欠 は 性 死を引き こす可能性が示 された。 ，mdar1 の弱いアリルと mdar4 欠 との

が作出できたので解析を進めている。 
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－ アクロ イン 物グル オン ン ー の る 
○ 一， 1，松 2，山内 2 

（山 大・ 科 ，1山 大・農，2 大院・農） 
 

【目的】グルタチオントランスフ ラー （GST）は生体 物や体 で生 る毒物のグルタチオン 合体

化（解毒）に関 るとされる。 ロイ ナ ナは約 50 種の GST アイ イム 子をもつ。 れ れは

， ロイ ナ ナの Tau19 アイ イム（AtGSTU19）が，アクロレイン（Acr）を 的に認識し

解毒することを発見した。Acr は， 酸化 質から生 る α,β- 和アル ヒドのなかでももっとも毒性

が高く， 物の酸化障害の となる。GST による Acr 解毒は 物のストレス 御に 要な を持つ。

本研究では， の ロイ ナ ナ GST アイ イムが Acr 解毒活性をもつか， 的に た。  
【方法・結果】 化学研究 実験 物開発 から された ロイ ナ ナの Tau クラスアイ イム

（AtGSTU） 子 28 種を 菌で発現させ， 製タン ク質として 20 種のアイ イムを得た。これ

らはいずれも，GST に の 基質である 1-chloro-2,4-dinitrobenzene のグルタチオン 合体化活性を示

した。これらのなかで，10 種のアイ イムが Acr 解毒活性を示した。また，このなかで AtGSU5, 17, 18
は， 酸化 質から生 高い毒性をもつ 4-ヒドロキ ノ ナールにも高い活性を示した。アミノ酸

に基づく AtGSTU の分子系 においては，Acr 解毒活性をもつアイ イムは なるクレードに散在し

ており，Acr 解毒活性が進化の で 数回独 に 得されたことが示 された。 ロイ ナ ナの 28
種の Tau クラスアイ イムのう 1/3 が Acr を解毒することから，Acr は 物 GST に の 在性基質

であるといえる。これは 物での Acr 解毒に GST が 要な を持つことを示 する。 
 
 
 
－ ル イオン ロイ リ キ ゲ ー 2 性化に ，オキ

リ ン ー を す 
○ ， ，松井 （山 大院・ 科） 
 

【目的】 物は 害を認識し，みどりの り(GLVs)やジャス ン酸などのオキ リ ン を生成して

御応答を っている。オキ リ ン生成の 酵素であるリポキ ゲナー (LOX)は 害の 全葉でも

量に発現し，基質チラコイド と 接している。しかし， 物はオキ リ ンを 積せず， 害

を けてからオキ リ ンを生成する。この に し，「LOX は 細胞では 活性型であり， 認

識後に活性化してオキ リ ン生成を 進する(バーストする)」と を て，解 に り んでいる。 
【方法・結果】 ロイコトリ ン合成を担うヒト 5-LOX では Ca2+結合による活性化が報告されている。

Ca2+結合による LOX のコンフ ー ン 化が基質を への 作用を促進することが分かって

おり，このアナロジーから， 物 LOX の活性化 子として Ca2+の を した。Ca2+キレート剤の

BAPTA 存在下で ロイ ナ ナ葉を したところ，オキ リ ン生成が 制された。一方で，LOX 下

流酵素の活性は 制されず，Ca2+ で GLVs 生成活性が回復したため，Ca2+が ロイ ナ ナ LOX2 の

活性化 子となっていることを解 した。 ロイ ナ ナで Ca2+が LOX 活性化に必 である一方，いく

つかの 物種で BAPTA の を した ，トマトは GLVs 生成が 制されたが，タバコ， イ ，イ

では GLVs 生成に がなく，トウ ロコ に っては GLVs 生成が増 した。つまり，Ca2+による

認識は の分子機能ではなく， られた種のみで 得された機能であることが分かった。LOX 分子

系 解析では， の LOX でも Ca2+の が なっており，新たな活性化 子の が目 される。 
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－ ロール O- ル ン ー の機能  
○ ， ， 木 1， 木 2，松井  
（山 大院・ 科，1 DNA研・ ，2 大・ 研） 
 

【目的】 物ポリフ ノールであるレスベラトロールは， 酸化作用や がん作用，アンチ イジング

効果など多 な生 活性を持つこと，さらにはその水酸基が チル化されると高い 菌活性を示すこと

から 養 品としての利用に え，様々な分野から 目を集めている。しかし，レスベラトロール

を基質とする 物 の O- チルトランスフ ラー （OMT）が単離， 定された報告は だ数少ない。

そこで本研究では，レスベラトロールを生成するとの報告がある ウ に分 される Acorus calamus
からレスベラトロールを チル化する酵素 子を単離，機能解析することを目的とした。 
【方法・結果】 ウ の葉から total RNA を 出し，RNA-seq を った。de novo ア ン ルによって

したコンティグに して， のレスベラトロールOMTをク リーとして用いて tblastx解析を い，

子を した。その結果， つの 子 AcOMT1, AcOMT2 が見つかった。 菌を発現ホ

ストとして えタン ク質を 製し酵素アッ イを ったところ，AcOMT1 はレスベラトロールおよ

イ ラポンチゲ ンに して高い OMT 活性を示した。さらに，その酵素 応生成物を GC-MS およ
1H-NMR により解析したところ，レスベラトロールの 4’ 水酸基を チル化することが らかとなった。

本発表では，AcOMT1 の基質 性や 子発現の解析結果についても報告する。 
 
 

 
 
 
－ 香 分 の リ ン の  

○梅 ， 1， 香 2， 2 

（山 大・農，1 大院・ 農，2山 大院・ 科） 
 

【目的】 上 物と 様に， においても 発性有機化合物を 中に放出しており， ミ ルコミ

ー ンとして機能している。一方，これら 発性化合物には 的 気を持つものもあり，フレ

ーバーやフレグランスの からも い。本研究は， の 気成分に まれる 的ポリ ン

に 目して， 定を うことを目的とした。 
 
【方法・結果】 ウミトラノオ (Sargassum thunbergii) から，連続 出法を用いて 油を 製した。

得られた 油を GC-MS 分析したところ， 的な 4 種のポリ ン を見出した。そこで， ラムクロマ

トグラフィーにより目的とする化合物を単離し， 種機 分析により 定した 造に基づいた

体 的有機化学合成により，4 種のポリ ン の ， 要な成分を(3Z,6Z,9Z,12Z,15Z,18Z)-3,6,9,12,15, 
18-henicosahexaene  (3Z,6Z,9Z,12Z,15Z)-3,6,9,12,15-henicosapentaene, 微量成分を (6Z,9Z,12Z,15Z,18Z)- 
1,6,9,12,15,18-henicosahexaene (6Z,9Z,12Z,15Z)-1,6,9,12,15-henicosapentaene と 定した。以上の結果よ

り， 中に 端 結合型と 和型のポリ ン の両 を見出すことに成 した。これまで， 端

和型のポリ ン は のみ報告されていたが， にも存在することが らかになった。 
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－ ア ロ の香 分に るキ ルなノルイ ノイ の  
○北 ， 1， ， 1 

（山 大・農，1山 大院・ 科） 
 

【目的】ア ロラ（Malpighia emarginata DC.）は，キントラノオ ヒイラ トラノオ に し，果実

は酸 種と 種に分 され，独 の を有する。このア ロラの 気成分には， 離型と

体型の両 が られており， 体中に まれるキラルなノルイ プレノイド の 定には って

いない。そこで，本研究では，ア ロラ果実から 油を 製してその 気成分を 定する中で，キ

ラルなノルイ プレノイド に 目し， 体 なら に光学純度の 定を試みた。 
 
【方法・結果】ア ロラ果実を 後， して上 みのジ ースを得，XAD-2 を用いて固 出

を い， 気成分を 体と 体 分に分けた。 体 分は，GC-MS 分析を直接 って 気成

分を 定した。一方， 体 分は，酵素 によって 水分解を い， 離した 気成分を GC-MS
分析した。その結果，得られた 体 分において，ノルイ プレノイド が検出され，キラルな

3-hydroxy- -ionone を 定した。そこで，3-hydroxy- -ionone を MTPA ステル 体化することに

より，NMR の 定から 体 およ 光学純度を 定したところ，70％ee 度の(R)-体であること

が分かった。 
 
 

 
 
 
－ SanCat-R によるイオノール の 化 

○ ，松 1， 岡 2， 1 

（山 大・農，1山 大院・ 科，2 ン ー （ ）・開発） 
 

【目的】ノルイ プレノイド は ロテノイド の色素の分解によって生成すると えられ， 物や

品の 気に する 要な成分である。ノルイ プレノイド の中には， アルコールを 能基と

して持つキラルな化合物もあり，その 性体間で 気 が なることも られている。キラルな

アルコールの 製方法として，リ ー や ン酵 などの生体触媒が利用される 合があるが，

，えんどう の 結合タン ク質 SanCat-R による， 体 的な酸化 応が報告された。そこ

で，本研究では，キラルなノルイ プレノイド を 製する方法の一つとして，SanCat-R の有効性を

した。 
 
【方法・結果】ノルイ プレノイドのアルコール として， -inonolおよ -ionolを基質として，SanCat-R
による 酸化を った。グリン ン 液中(pH 9.0)で 応を ったところ，6-7 間を要して -inonol
およ -ionol の 50％ 度酸化が進 した。そこで， 応のアルコールを回収し，chiral-GC による

体 なら に光学純度を 定したところ， -inonol は 89.2 1.1％ee の(S)-体， -ionol は 91.7 2.5％ee
の(S)-体であり， 体 的な酸化が進 していることが らかとなった。 
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